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────────────────────────────────────────── 

平成26年 第２回（定例）日 出 町 議 会 会 議 録（第２日） 

平成26年６月９日（月曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

平成26年６月９日 午前10時00分開議  

         開議の宣告 

         請願の上程 

         議案質疑 

    日程第１ 承認第１号 平成２５年度日出町一般会計補正予算（専決第１号）について 

    日程第２ 承認第２号 平成２５年度日出町簡易水道特別会計補正予算（専決第１号）

について 

    日程第３ 承認第３号 平成２５年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（専決第

１号）について 

    日程第４ 承認第４号 日出町国民健康保険税条例の一部改正について（専決処分） 

    日程第５ 承認第５号 日出町税条例の一部改正について（専決処分） 

    日程第６ 承認第６号 日出町税特別措置条例の一部改正について（専決処分） 

    日程第７ 議案第28号 平成２６年度日出町一般会計補正予算（第１号）について 

    日程第８ 議案第29号 職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

    日程第９ 議案第30号 日出町情報公開・個人情報保護審査会の設置に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について 

    日程第10 議案第31号 日出町税条例の一部改正について 

    日程第11 議案第32号 日出町手数料条例の一部改正について 

    日程第12 議案第33号 物品の購入について 

    日程第13 同意第３号 日出町職員懲戒審査委員会委員の任命について 

    日程第14 同意第４号 日出町職員懲戒審査委員会委員の任命について 

    日程第15 報告第１号 平成２５年度日出町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて 

    日程第16 報告第２号 平成２５年度日出町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計

算書の報告について 

    日程第17 報告第３号 平成２５年度日出町介護保険特別会計繰越明許費繰越計算書の

報告について 
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    日程第18 報告第４号 日出町土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出について 

         議案及び請願の委員会付託 

    日程第19 一般質問 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

         開議の宣告 

         請願の上程 

         議案質疑 

    日程第１ 承認第１号 平成２５年度日出町一般会計補正予算（専決第１号）について 

    日程第２ 承認第２号 平成２５年度日出町簡易水道特別会計補正予算（専決第１号）

について 

    日程第３ 承認第３号 平成２５年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（専決第

１号）について 

    日程第４ 承認第４号 日出町国民健康保険税条例の一部改正について（専決処分）    

    日程第５ 承認第５号 日出町税条例の一部改正について（専決処分） 

    日程第６ 承認第６号 日出町税特別措置条例の一部改正について（専決処分） 

    日程第７ 議案第28号 平成２６年度日出町一般会計補正予算（第１号）について 

    日程第８ 議案第29号 職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

    日程第９ 議案第30号 日出町情報公開・個人情報保護審査会の設置に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について 

    日程第10 議案第31号 日出町税条例の一部改正について 

    日程第11 議案第32号 日出町手数料条例の一部改正について 

    日程第12 議案第33号 物品の購入について 

    日程第13 同意第３号 日出町職員懲戒審査委員会委員の任命について 

    日程第14 同意第４号 日出町職員懲戒審査委員会委員の任命について 

    日程第15 報告第１号 平成２５年度日出町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて 

    日程第16 報告第２号 平成２５年度日出町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計

算書の報告について 

    日程第17 報告第３号 平成２５年度日出町介護保険特別会計繰越明許費繰越計算書の

報告について 
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    日程第18 報告第４号 日出町土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出について 

         議案及び請願の委員会付託 

    日程第19 一般質問 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番  岡山 栄蔵君        ２番  阿部 真二君 

３番  上野  満君        ４番  金元 正生君 

５番  川西 求一君        ６番  岩尾 幸六君 

７番  土田 亮治君        ８番  池田 淳子君 

９番  工藤 健次君        10番  安部 三郎君 

11番  森  昭人君        12番  白水 昭義君 

13番  佐藤 隆信君        14番  佐藤 二郎君 

15番  城 美津夫君        16番  熊谷 健作君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長  小野裕一郎君       次長  安田加津浩君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 工藤 義見君  副町長 ………………… 今宮 禮二君 

教育長 ………………… 西野 智行君  会計管理者兼会計課長 … 阿部  孝君 

総務課長 ……………… 村井 栄一君  財政課長 ……………… 川野 敏治君 

政策推進課長 ………… 井川 功一君  契約検査室長 ………… 佐藤 義人君 

税務課長 ……………… 脇  英訓君  住民課長 ……………… 佐藤久美子君 

福祉対策課長 ………… 原田 秀正君  健康増進課長 ………… 高倉 伸介君 

生活環境課長 ………… 佐藤 寛爾君  商工観光課長 ………… 河野 晋一君 

農林水産課長 ………… 岡野 修二君  都市建設課長 ………… 村岡 政廣君 

上下水道課長 ………… 大塚 一路君  農業委員会事務局長 … 宮本 洋二君 
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教育委員会教育総務課長 … 宇都宮敏樹君  教育委員会学校教育課長 … 恒川 英志君 

生涯学習課長 ………… 野上  悟君  監査事務局長 ………… 岩尾 修一君 

総務課長補佐 ………… 藤本 英示君  財政課長補佐 ………… 帯刀 志朗君 

────────────────────────────── 

午前10時01分開議 

○議長（熊谷 健作君）  皆さん、おはようございます。引き続きご苦労さまです。 

────────────・────・──────────── 

開議の宣告 

○議長（熊谷 健作君）  ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していますので、これよ

り本日の会議を開きます。 

 本日の会議の議事は、お手元に配付しております議事日程により行います。 

────────────・────・──────────── 

請願の上程 

○議長（熊谷 健作君）  本日までに受理した請願２件につきましては、お手元に配付いたしまし

たとおりであります。 

 なお、請願につきましては、写しにより説明を省略したいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（熊谷 健作君）  異議なしと認めます。したがって、請願については、説明を省略するこ

とに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

議案質疑 

日程第１．承認第１号 

日程第２．承認第２号 

日程第３．承認第３号 

日程第４．承認第４号 

日程第５．承認第５号 

日程第６．承認第６号 

日程第７．議案第２８号 

日程第８．議案第２９号 

日程第９．議案第３０号 

日程第１０．議案第３１号 
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日程第１１．議案第３２号 

日程第１２．議案第３３号 

日程第１３．同意第３号 

日程第１４．同意第４号 

日程第１５．報告第１号 

日程第１６．報告第２号 

日程第１７．報告第３号 

日程第１８．報告第４号 

○議長（熊谷 健作君）  日程第１、承認第１号平成２５年度日出町一般会計補正予算（専決第

１号）についてから、日程第１８、報告第４号日出町土地開発公社の経営状況を説明する書類の

提出についてまでの、承認６件、議案６件、同意２件、報告４件を一括上程し議題とします。 

 これより、議案質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（熊谷 健作君）  なければ、これで質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

議案及び請願の委員会付託 

○議長（熊谷 健作君）  ただいま、議題となっております承認６件、議案６件、同意２件、請願

２件をお手元に配付しております付託表のとおり、それぞれの所管の常任委員会に付託したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（熊谷 健作君）  異議なしと認めます。したがって承認６件、議案６件、同意２件、請願

２件をそれぞれの所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．一般質問 

○議長（熊谷 健作君）  日程第１９、一般質問を行います。 

 なお、議会報編集特別委員会委員長より、議会報編集のため、一般質問者の写真撮影の許可の

申し出がありましたので、これを許可します。 

 それでは、順次質問を許します。１番、岡山栄蔵君。１番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  おはようございます、岡山栄蔵です。初めての経験ですので、大

変緊張しておりますが、私も多くの町民の方々から御支援をいただき、今、この場に立ち、一般

質問の機会を与えていただいております。この機会を与えていただいた皆様に、大変感謝してお

ります。 



- 22 - 

 近年、我が国を取り巻く情勢は刻々と変化し、少子高齢化に伴う、社会の活力低下や、地域コ

ミュニティーの衰退、地域、文化、風習、伝統の喪失、東日本大震災を初めとする自然災害の脅

威など、地方における課題が山積みになった結果、地域や企業が必要とする人材像は急速に変化

してまいりました。 

 さらに、長引く不況により、地方経済の疲弊と、雇用の低迷によって、都心部へと若者が流出

し、地域の活性化を担う人材の確保が急務となっております。 

 そのような中、地方で若者に寄せられる期待は大きく、私自身、１人でも多くの町民の皆様の

御意見を参考に、地域の代弁者として、若者の代弁者として、この４年間さまざまな質問をさせ

ていただきます。今回は、傍聴に来れない若い世代の方がホームページなどをごらんになって議

事録を見ると思います。わかりやすい回答をお願いいたします。 

 それでは、通告書の内容に従い、２つの柱で質問させていただきます。 

 １つ目は、今後予想される南海トラフ巨大大地震、大型台風、異常気象での大規模ゲリラ豪雨、

豪雪など、自然災害における対策についてお聞きします。 

 まず、災害発生時における初対応についてです。 

 日出町においては、防災マップなどの作成を初め、災害に対する対策については、さまざまな

検討がなされていると私は感じております。災害が起きる前の対策としてですが、各地域での住

民の避難経路、避難所の周知策はどのように行っているかお聞きします。 

 次の質問からは、質問席で行います。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長、村井栄一君。 

○総務課長（村井 栄一君）  岡山議員の御質問にお答えします。 

 避難所、並びに避難経路に関してですが、それぞれの自治区で避難訓練の中で区長さんを中心

に、地域の皆さんで話し合いを行い、避難経路を、経路図を作成しております。作成し、地区住

民に周知をしてるところであります。 

 避難経路図を作成するに当たり、昨年４月には大字ごとの一時避難所や、自治公民館などを記

載した防災マップを配付しております。自治公民館の５２カ所や、地区公民館１６カ所を掲載し

ております。 

 また、避難訓練で実際にその経路を通って、一時避難場所までの避難を行い、終了後に避難場

所や避難経路が適当であるか、途中に危険な場所はないかなどを話し合う検証会議等を開催して

もらっております。 

 避難場所には、地区住民への周知と、防災意識の高揚を図るため、避難所看板等を設置すると

ともに、必要な箇所については避難地の整備を現在行っているところであります。 

 以上であります。 
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○議長（熊谷 健作君）  １番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  では、災害が起きたあとの対応について、これはどうでしょうか。 

 災害から無事身を守ることができたあとの二次災害、これから身を守るために、私は情報の確

保が重要だと思っております。 

 そこで、２点お聞きします。 

 災害発生時、もしくは災害発生可能性大の情報があり次第、即座に災害対策本部を設置するわ

けですが、情報の収集、伝達はどのように行いますか、また、各地域、行政区での防災士、防災

リーダーの育成は行っていますか。今の現状と、これからの予定などをお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  災害時の情報収集や、伝達につきましてであります。災害が発生し

た段階で、大規模災害につきましては、国の危機管理対策期間から発信する警報、一応Ｊ―ＡＬ

ＥＲＴと言ってるんですが、それと連動し、地域に放送する防災行政無線を２９年度末までに

４１基計画しております。 

 現在まで、２５基、約１億３００万程度の金額をかけまして、２５年度末までに２５基を各地

区に設置しているとこであります。 

 防災行政無線や、携帯電話を使った緊急速報メールなどの手段を使い、早急に情報を地域にお

知らせするようにしております。 

 また、情報の収集に関しましては、消防団を初め、災害発生時の地区情報収集員は職員であり

ますが、職員を各地区に配置しておりますので、職員や、あと自治区の区長さん方に要請をいた

しまして、最新情報の収集をするように計画をしてるところであります。 

 また、地域の防災リーダーの育成でありますが、昨年１１月に区長９名、防災士８名、小中学

校の防災担当の先生８名、職員３名、計２８名を東北大震災の岩手、宮城両県に派遣いたしまし

て、津波の被害状況の視察してもらい、地域での防災活動に積極的に取り組んでもらうようにし

ているところであります。 

 また、平成２３年度から、日本防災士機構が認定します、防災士の資格を取得するように計画

してる、力を入れてるところであります。 

 各行政区に最低１人の防災士を配置するようにしてるところでありますが、その中で経費を若

干町のほうが区から推薦された方につきましては、町のほうが全部経費を負担してるところであ

ります。 

 これまでに、１２５人の防災士が誕生しているところであります。町内７７自治区があるんで

すが、防災士がいない地区が、まだ１３地区程度ありますので、今年度も引き続きいない地区に

積極的に働きかけ、全ての地区に防災士の配置を計画してるところであります。 
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 今年度も６０人程度の防災士を育成するようにしております。 

 地区には、自主防災組織というのを立ち上げてるんですが、自主防災組織につきましては、自

治区ごとに立ち上げております。地域によっては、毎年避難訓練等を行ってるところもあります

し、組織をつくってるだけという、そういうところもあるんですが、今後は区長さんを中心に地

区の防災士を設置しておりますので、積極的に防災訓練をしてもらいたいと考えてるところであ

ります。 

 町といたしましても、さらなる防災意識の向上を図るため、防災士さんを育成しましたので、

ことし５月には防災士会というのを立ち上げまして、防災士一人一人の技能向上と、防災リー

ダーとしての意識の向上を図ってもらうために、防災士のスキルアップを図ってるところであり

ます。 

 以上であります。 

○議長（熊谷 健作君）  １番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  防災士と消防団、役割は違うと思いますが、今現在消防団の条例

定数は３２０名と、明確な目標を掲げていますが、実際の団員数は２９８名と年々入団する方も

少なく、団員の方の年齢層も高くなっているのが現状だと思います。 

 例えば、少年消防団クラブなどを設立して、子供のころから防火や防災についての正しい知識

を身につけたり、放水や応急手当などの訓練を行って、常日頃から火災や救命についての防災意

識を高めてもらうことで、今後団員の育成などにつながるのではないかと思っております。 

 各地域の消防団、防災士の方や行政が情報の共有をして、町民の方々が自分たちの地域は自分

たちで守るんだと思ってもらえるような環境をつくってはどうかと思います。 

 次に、防災訓練であります。 

 一部の地域や学校では実施してると思いますが、地域によってはさまざまなパターンでの訓練

が必要だと思います。現在行っている防災訓練や、実施予定などありましたら、お聞かせくださ

い。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  防災訓練に関しましては、平成２３年３月１１日の東日本大震災の

発生を受けまして、日出町としても地震及び津波の備えが最重要課題であると認識してるところ

であります。 

 防災無線の整備を初めとして、さまざまな防災対策を実施しておりますが、その中で町内の防

災訓練の実施状況でございますが、昨年度は南海トラフ巨大地震が発生した際に、町内で津波に

よる浸水被害が想定される湾岸部の２５地区に、津波避難訓練の実施を強く働きかけ、現在まで

に１８自治区の訓練が完了しております。まだ、実施してない自治区が７地区あるんですが、こ
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の地区も今年度にはできるだけ訓練をお願いしたいと、自治区長さん方にお願いしてるところで

あります。 

 各地区とも多くの方が参加していただきまして、湾岸部だけで参加人数につきましては、

１,４００名が若干切れるぐらいの関係者含めまして参加していただいております。 

 また、それ以外でも、昨年度は辻間団地、日出団地、合同４地区が避難訓練や炊き出し訓練を

実施しまして、またあと、藤原中部では、初期消火訓練というのをやっております。今後も町と

いたしまして、各、全地区は無理にしても、各地区に避難訓練や初期消火訓練という訓練意識、

地元の方が自分たちのことは自分たちで守るんだという意識の向上の努める訓練を今後も積極的

に実施していきたいと考えてるとこであります。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  今現在行われているのは、海岸沿いの津波に対する防災訓練のよ

うですが、近年、道路整備、メガソーラー建設での人為的排水処理では対応できないゲリラ豪雨

など、平成２４年７月１２日から１４日に発生した、大分県北西部豪雨を教訓にこれまで経験し

たことのないような想定外の大雨による土砂災害も想定しながら、山間部での防災訓練なども行

ってはどうかと思います。 

 中心部での防災訓練としましても、商業施設と連携を強化し、企業と共通の課題に協力して取

り組むことで参加者が個々に創意工夫して行動する訓練になると思います。 

 日出町では、６つの地区７７の自治会の数があると、なかなか単位別での避難訓練は厳しいと

思います。先ほども申しましたが、災害から身を守るのは行政だけが行うものではなく、地域の

方々も一緒に考えなければならないことです。通常の避難訓練よりも、夜間の訓練であったり、

宿泊訓練であったり、今までにはない取り組みをぜひ積極的に企画して実施してもらいたいなと

強く思いました。 

 毎回同じ防災訓練をやっていても、やはりマンネリ化してきますので、それがやっぱり一番よ

くないと感じております。現実味のある防災訓練のレベルアップを望んでいます。 

 続いて、災害発生時の災害弱者と呼ばれる方についての初対応です。 

 災害弱者には高齢者の方、障がいを持たれてる方、妊婦さん、また子供なども含まれると思い

ます。本日は、その災害弱者の方の視点から質問したいと思います。 

 それでは、災害発生時における初対応、現在備蓄されている防災用品について３点ほどお聞き

します。 

 １点目に災害弱者への避難対策はどのような計画があるのでしょうか。２点目に、日出町には

１５カ所の防災倉庫が設置されていると思います。非常備蓄品の数量ですが、世帯の少ない地域
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と多い地域に差がないのはどうしてでしょうか。例えば、南畑小中学校の防災倉庫での想定人数

は２０名。いろんな備蓄品がありますが、その中で飲料水２４本、クラッカー１２０個、大神中

学校防災倉庫での想定人数は３００名、それに対して飲料水２４本、クラッカー１２０個、これ

は先日いただいた日出町防災倉庫非常備蓄品一覧の中からですが、これから先想定人数に見合う

数量の確保、並びに倉庫の増設はあるのでしょうか。 

 ３点目は、ふやしてほしい用品ですが、トランシーバーやサランラップ。サランラップは皿と

して使えたり、負傷時包帯のかわりになったりします。東日本大震災では、衛生面や、医療面で

本当に役に立ったそうです。高額なものではないと思うので、ぜひ、検討の余地がないかお聞か

せください。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  まず１点目の災害弱者についてであります。 

 災害弱者というのは、女性や子供、高齢者などが含まれると考えてるところであります。 

 現在、日出町では、災害時要援護者名簿を作成しております。各区長さん初め、民生委員さん

の御協力を得ながら、手挙げ方式で行ってるわけですが、法令改正等によりまして、この名簿に

つきましても各関係機関で共有できるようになっておる次第であります。 

 現在、町内で１,２５１名の方が登録しております。こういう方々につきまして、まず行政が

できるというのは限界がございますので、隣近所の方の、例えば見守りとか、そういう部分で災

害時の発生に初期対応をお願いしたいと思ってるところであります。 

 各種、いろんな資料を見ますと、行政が実際災害が起こった段階で対応できるのは３日後ぐら

いから、それぞれの災害にはよりますが、最低３日間は自分たちで何とかしのいでいただきたい

というのが現状ではなかろうかと考えております。 

 それにつきましては、常に隣近所の方の助力といいますか、手伝いが欠かせないことだと考え

るところであります。 

 日出町は幸いにしても都会化は進んでおりますが、隣近所のコミュニティーがまだ十分生きて

おりますので、地区長さんを中心にそういう災害弱者の方の避難とか、そういう部分につきまし

て、御助力をお願いしたいと思っておるところであります。 

 続きまして、防災倉庫の件でありますが、各現在町内で１５カ所の防災倉庫を設置してるとこ

であります。各地区ごとによりまして、先ほど議員さんがおっしゃられるとおり、ニーズに関係

なく、若干多いところと少ないとこがあるんですが、あくまでもこれは町内全体で１,７６０名

分ぐらいの倉庫に避難の分をしておりますので、例えば藤原が悪くなったら、大神から持って行

くとか、南端が悪くなったときには豊岡から持って行くとか、そういう部分で何とか対応を今の

現在は計画しているところであります。 
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 今後、防災倉庫等につきましても、できれば各自治区に設置をお願いしながら、必要箇所につ

いては町のほうでするし、自治区の自主的な設置に対しては、助成措置も今計画してるとこであ

ります。ぜひこういう部分をお願いしながら区長さんを中心に自治区の中でそういう話し合いと

か、座談会で町のほうもぜひともそういう部分にお願いしたいと思っているとこであります。 

 防災倉庫も、今現在１５カ所してるんですが、県の補助事業とか、今使ってやっておりますの

で、できるだけ手挙げ方式もありますし、町として必要な箇所については検討しながら、ぜひと

も設置をやっていきたいと思っております。 

 多ければ多いほど備蓄はよかろうと思っております。中にも、備蓄に関しましても、東北の震

災でいろんな女性の方のいろんな用品や、生活用品、あと日用品とか、そういう部分に対しまし

ても設置をしながら、あと、非常食、アルファ米ですが、非常食、おにぎり、三、四個分ぐらい

の非常食を設置しながらやってるところでありますが、なかなかどこまで設置するのがいいのか

というのがなかなか今あれなんで、町としてはある程度のとこで今してるとこですが、今後、十

分御意見等いただきながら、どんどん増加をしていきたいと考えてるとこであります。 

 そのほかにも、飲料水につきましても、自動販売機メーカーと今防災協定を結んでおりまして、

災害発生時には、大塚製薬や、大塚製薬が８台ありますが、大塚製薬、コカコーラの自動販売機、

ペプシの自動販売機等が災害時には全て開放していただいて、町で全部使えるようになっており

ますので、そういう部分で、初期的には若干の対応ができるんじゃなかろうかと思っております。 

 あと、防災倉庫の必要な備品に関しましては、先ほど議員さんおっしゃられるような、その製

品の不足してる部分があれば、今後、中にいろんな方の意見を聞きながら不足分はどんどん追加

して、倉庫の中がまだあいておりますので設置をしていきたいと思っております。 

 また、倉庫の管理に関しましては、今、現在消防団に鍵を渡しておるところでありますが、消

防団や自治区と調整しながら地域のいろんな行事で、中には発電機とかいろんな地域で使える部

分、一輪車とか、いろんな部分がありますので、地域の行事等でその部分の点検を兼ねて使って

いただきたいと思っております。 

 ぜひ、今後は自治区の区長さん方、消防団とは協議をしながら防災倉庫の管理については検討

していきたいと思っております。 

 以上であります。 

○議長（熊谷 健作君）  １番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  確かに、まだ防災倉庫ができて間がないと思います。これらは、

災害発生時機能しなければ全く意味がないものだと私は思っております。日ごろから使ってもら

って、防災倉庫の肥やしにしないよう、消防団の方や、自主防災組織の方にぜひ積極的に呼びか

けていただきたいと思っております。 
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 防災については、以上でございます。 

 続いて、２つ目の柱について質問させていただきます。 

 新図書館建設についてであります。 

 最初の質問の前にも申しましたが、少子高齢化、グローバル化、ＩＴ化など、急速な社会の変

化は、町民の日常生活や社会生活にも大きな影響を及ぼしてきてると思います。 

 これまで常識とされてきたさまざまな事柄について、知識や考え方の再構築が求められており、

町民一人一人がみずから必要な情報を入手して、意思決定することが重要になってきています。 

 こうした中、これからの図書館には、図書館法に定めるところにより町民の教養、調査研究、

レクリエーションなどに資するために必要な各種資料を収集、整理、保存すると書かれています。 

 従来の基本的な役割に加えて、町民が抱える日常生活上の課題解決や、地域課題などの解決に

役立つ資料や、情報を迅速かつ的確に提供するという課題解決支援の役割が強く求められてくる

と思います。 

 一方、忙しい現代人にとって、ゆっくり本を読んだり、物事を静かに考えることのできる静か

な空間が、地域の中で身近に配置されていることが望ましいし、何よりも図書館の基本が蔵書構

成の充実にあるとすれば、多くの町民にとって身近に豊富な蔵書を備えた図書館があることが望

ましいと私は思います。 

 教育長に２点お聞きしたいと思います。 

 多くの町民が、新図書館への開館を楽しみにしています。１点目に新図書館へのビジョンをお

聞かせください。２点目に萬里図書館から新しい図書館へと移ることのメリットを、維持管理な

ども含め、現在の萬里図書館と比較してお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  教育長、西野智行君。 

○教育長（西野 智行君）  質問にお答えする前に、岡山議員におかれましては、これまで、川崎

小学校のＰＴＡ会長、そして、町のＰＴＡの連合会の役員として、学校教育に御尽力いただきま

したことに対しまして、まずは、感謝を申し上げたいというふうに思っております。 

 それでは、御質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の新図書館へのビジョンについての御質問です。 

 私は、新図書館は子供から大人まで、町民全てが集い、学び、交流することを基本理念として、

文教の町日出にふさわしい、交流と学びの拠点にしたいと考えております。 

 また、幸いにも市街地の中心に立地するということとなりますので、その立地条件を生かし、

誰もが利用しやすく、気軽に立ち寄れるコミュニティー機能や、あるいは憩いの場といった、多

目的利用のできる施設にしたいと思っております。 

 合わせて、日出町の歴史や文化を発信する情報拠点として町外からも立ち寄っていただき、日
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出城址周辺の町歩きや、商店街への誘客など、回遊性を生み出し、町のにぎわい、活性化に資す

る図書館づくりを関係課とも連携して目指していきたいと考えております。 

 ２点目の、現行の萬里図書館から、新しい図書館に移るメリットとの御質問です。 

 本来の図書館のあるべき姿は、ゆったりとしたスペースで、本に触れ、親しむことのできる空

間だというふうに考えております。しかし、現在の萬里図書館は、閲覧スペースはなく、駐車ス

ペースも少なく、利用者の方々には大変御不便をおかけしてるところであります。 

 新図書館につきましては、広さが現在の約５倍になる予定でございます。したがって、閲覧ス

ペースや、駐車スペースも相当程度に確保できることとなり、あるいは、インターネットなど、

常機器の利用や、集会所設置など、多くのサービスが提供できるようになります。 

 また、図書普及拡大支援するボランティアの拠点の確保をしたいと思っております。 

 このように、利用者の利便性が格段と向上するということが、メリットであります。多くの

方々に満足していただける図書館になるというふうに思っております。 

 維持管理費に絡めてということでございますが、施設が広くなった分、あるいは、開館時間の

延長などサービスが充実することの反面として人件費など維持管理費が現在より増加することも

否めません。 

 これは、デメリットというのか、あるいは、必要やむを得ない状況ということも言えるかもし

れませんが、初期投資も含め、できるだけ効率化、平準化に努めてまいりたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  １番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  確かに、計画案にありますように、本当にすばらしい計画がなさ

れていると思います。ですが、余りにも早い展開でことが進んでいるのではないでしょうか、ま

だ、新図書館建設を知らない方がたくさんいます。５月１９日にある団体の会議に参加させてい

ただきましたが、本当にすばらしい図書館をつくりたいという気持ちが私に伝わりました。 

 その後私も、５月２７日に杵築市の図書館へ行ってきましたが、平成３０年３月開館を目指し、

５年計画で進めているとのことでした。現在の取り組みとして、近県の図書館視察や、図書館を

利用する団体の方との意見交換や、早い段階からのパブリックコメントの収集などを行っている

ようです。 

 そこで教育長にお聞きします。私は図書館というのは、日出町の文化的、教育的資源になるも

のだと思います。なぜ、短期間で建設するのか、１階の商業施設に合わせているのはわかります

が、短期間で建設する必要性をお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  教育長。 
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○教育長（西野 智行君）  現在の萬里図書館、これ昭和５９年に建築されまして、３０年になり

ます。これまで、非常に閲覧スペースもなく、狭いと、あるいは、古くなってるという利用者の

方々からの声、特に図書館協議会というのがあるんですが、そういった方々から非常にこれまで

問題視されてきております。 

 平成２４年１１月に、図書館協議会より閲覧スペースや、バリアフリー化など、利用者の利便

性向上、あるいは老朽化に対応する形で、早急に新しい図書館を建設してほしいという旨の陳情

書が町と、町議会に対して提出され、その年の１２月議会において採択をされました。 

 このような経緯の中で、昨年、日出高校グランド跡地の商業施設利用が具体化してまいりまし

た。その際に、この施設を有効活用すべきという意見も多くあり、町民の皆さんへの影響の大き

さ、あるいは財政面等を勘案して、複合的利用による新図書館の建設ということになったわけで

あります。 

 今、議員御指摘のように、新図書館建設が具体化してから大変短期間での建設計画、来年度

オープンという目標で今作業を進めておりますが、それまでには図書館協議会委員を初め、読書

の普及啓発活動に携わって来られたボランティア団体の皆さんは、新しい図書館づくりに備えて、

他市町村の図書館を視察するなど、随時情報収集されているのも事実でございます。 

 したがって、短期間であっても、これまでに収集していただいた情報、あるいは、思い、アイ

デアを意見として出していただくことが必要だろうと思い、議員先ほどお話いただきました、各

関係の意見交換会を行ってまいりました。その中でも、非常に参考になる意見、幅広の意見も含

めて多くいただいております。これ以上もう出ないんではないかというくらい出していただいて

おります。 

 その意味で、このいただいた意見を、財政的な制約の中でやっていけば、オープン当時から十

分満足がいくかどうか別にしても、開館後においても、その辺のサービスの提供ですとか、そう

いったものを順次実施していけば、皆さんの満足いける図書館サービスができるのではないかな

というふうに考えております。 

 その意味で、図書館は建設すれば目的達成というわけではございません。開館後においても、

図書館に関心を持っていただき、運営のあり方を含め、両者の立場に立ったサービス提供を利用

者や関係団体の御意見を取り合いながら、利便性向上を図ってまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  １番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  新図書館は、リース物件の建設ですが、２０年契約とお聞きしま

した。２０年後再契約とのことですが、莫大な税金を投入して、建物は日出町のものではない、
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２０年後私たちの子供の世代に日出町の図書館は残せるのか、大げさかもしれませんが、この建

設に関する内容を知らない町民の方が非常に多いように感じられます。 

 その後、再契約するのか、更地にしてもらうのか、買い取ることができるのか、計画時に大き

な問題だったと思います。年間リース代も含め、現在の契約と、２０年後どういう方向で進める

のか、お聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  財政課長、川野敏治君。 

○財政課長（川野 敏治君）  それでは、契約に関する御質問でございますので、財政課のほうか

らお答えさしていただきたいと思います。 

 まず、３月末に高校跡地の利活用事業という形で、事業協定書を日出町と大和リースのほうで

締結しております。この中で、契約の再契約に関する覚書という形のものをするようになってお

ります。 

 ２０年のリース契約で、リース契約が切れる３年前から、再設定に関する覚書に基づいて、再

協議を行うような形になっております。ただし、この協議に関しては、そのとき１回限りという

形になっております。 

 また、協定の内容としましては、原則的に契約時にもとの状態の戻して、２０年後変換するよ

うな形になっているのは、通常のリース契約と同じでございます。 

 それから、費用についてでございますが、最初の２０年間、これは建設費等含めますリース契

約の支払いの義務がございます。現在、毎年約６,２００万円のリース代がかかるような形にな

っております。ただし、今度は土地の持ち主としての日出町が土地を貸すということで、土地の

貸付料がございます。この土地の貸付料と建物に対する固定資産税、これも民間の建物となりま

すので、固定資産税が課税されるような形になります。 

 その部分の費用を差し引きいたしますと、約３,５８０万ほどの支出という形になります。ま

た、２０年後、もし、再設定の事業借地契約が再設定して、再契約するということになれば、建

設費は当然その時点ではかからないような形になっておりますので、逆に土地の貸付料のほうが

多くなって、約９００万円ほどの収入があるような形になっております。 

 それから、契約の建物に関することでございますが、先ほど、契約満了時にはもとの状態に戻

すという形で土地の部分についてはお答えいたしましたが、建物に関しましても、そのときに協

議によりまして、無償譲渡、もしくはどうなるかというのは、またその時点で協議するような形

になっている次第でございます。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  先ほども申しましたが、日出町の文化的、教育的資源になるもの
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だと思っております。２０年後も見据えた計画をぜひ進めていただきたいと思っております。 

 続いて、運営についてお聞きします。 

 新図書館の運営ですが、今のまま町で運営するのか、指定管理にするのか、一部指定管理にす

るのかお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  教育長。 

○教育長（西野 智行君）  新図書館の運営方式でございますが、御案内の指定管理制度というの

は、利用料収入など一定の収益性がある公共施設の場合に、利用客の増加、あるいは、利用時間

の延長など、サービスの向上に有効に機能するというふうに考えております。 

 図書館の場合には、図書館法によりまして、無料というふうになっております。その意味では、

企業からした場合には収益性は経費削減からしか生み出されないということになってまいります。

とりわけ、人件費削減によりまして、そのことがサービス低下を招くということも懸念されます。 

 以上のことから、当面、町の直営とし、合理的な範囲で機械化や、経費節減に努めることが適

切ではないかと、そういう方向で検討をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  １番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  当面は今のままで運営するとのことですが、やはり非常勤の方ば

かりに頼るようになると思います。建設計画案では、職員の数も最終的には１０名となっていま

す。障がい者雇用なども視野に入れ、誰もが社会の一員として、仕事につき、その能力を発揮し

た日々を過ごすことのできる、明るく、笑顔あふれる図書館を目指してほしいと思います。 

 最近は、指定管理の図書館が非常に多くなってきていますが、ここ日出町でも多くの意見が出

てると思います。指定管理のメリット、デメリットなどをお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  教育長。 

○教育長（西野 智行君）  今、運営についてどうするのかという質問とほぼ同様にはなりますが、

一般的にという意味での理解で答えさしていただきます。 

 指定管理のメリットとしては、利用時間の延長など、施設運営面でのサービスの向上による利

用者の利便性の向上、あるいは、人件費含めた管理運営経費の削減によりまして、施設所有者、

町になりますが、負担の軽減が図られるということがメリットとして言えると思います。 

 デメリットでございます。先ほどのように、地域性の高い、低いによります。利用料収入のあ

る施設、公の施設なのか、そうでないのかによって違いますが、一般的に言いますと、経費節減

のためにどうしても企業努力上コストカット等で利益を出そうということになってまいります。 

 その意味では、弾力的運営ができなくなる、あるいは、場当たり的な対応になってしまうとい

うことが懸念され、集客力の減少、収益の減少という可能性があるというふうに考えております。 
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 さらには、状況によっては、運営における責任の所在、これをしっかりしておけばいいかと思

うんですが、その辺が不明確になるということも言われているようでございます。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  １番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  そうですね、デメリットはたくさんあると思います。確かに指定

管理ですと、読み聞かせの会や、学校図書との連携が非常に薄くなると思います。専門職として

の司書の育成ができなくなったり、図書館本来の業務が最優先されないなど、民間業者の最も重

要な業務は利潤の追求になると思います。それぞれのメリット、デメリットを十分に理解、調査

して、今後検討してもらいたいと思います。 

 開館時間や、閉館時間、休館日などは、１階のトキハに合わせたほうがよいのではないでしょ

うか。 

 今、現状の年間利用の統計を見る限り、子供たちの利用は、夏休みに集中しているようです。

担当課の方にお尋ねします。今よりもさらに多くの方に利用してもらうために、ほかにはない

サービス等ありましたらお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  生涯学習課長、野上悟君。 

○生涯学習課長（野上  悟君）  今、議員の質問ですが、他にはないサービスはないかとの御質

問でございます。 

 現在の萬里図書館では不十分である部分の説明を先ほど教育長からも申し上げておりますが、

その方向でお答えしたいと思います。 

 １点目には、ゆっくりと選書ができ、読書にふけることができるスペースが最大の魅力ではな

いかと思っております。 

 ２点目が、閲覧や持ち込み、現在不十分でありますので、そのような学習のできるコーナーも

設置していきたいと。 

 ３点目が、歴史や文化を発信するための郷土資料のコーナー、並びに展示コーナーも考えてい

きたいと。 

 あと、子供の読書活動を支援するために、一般と、一般の書架と分離した、児童用の書架コー

ナー、それと読み聞かせの部屋とか、授乳室、おむつのかえる部屋とか、子供のトイレ等も考え

ていきたいと。 

 それと、特に、子供や高齢者、並びに障がい者にも配慮した低い書架を設置し、選書しやすい、

選びやすい、そのような配置も考えていきたいと思っております。 

 ですから、なかなか他にはないと難しい問題ですが、皆様のいろんな御意見の中から、今後ま

た協議していきたいと。それと、また、開館後も余裕のあるこのスペースを十分に生かしながら、



- 34 - 

町民皆さんの思いが実現できる図書館を目指していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  以前いただいた計画案からですが、図書館の規模とスペース構成

などはかえられないとは思いますが、施設の内容については、まだまだ検討が必要だと思います。 

 来年３月に商業施設がオープンの予定ですが、図書館は４月に開館予定になっています。それ

までに、図書館協議会、図書館利用ネットワーク会議、意見交換会が２回ずつしかないというの

は、余りにも少ないような気がします。 

 先日の全員協議会で、学校関係、保護者への周知をお願いしましたが、迅速な対応をしていた

だきました。自治会や、企業にも同じ対応をしてはどうかと思います。 

 その計画案にはないですが、ビジネス支援コーナーなどを設置し、ビジネス分野の図書資料な

どの収集のほか、起業や資格、キャリアアップなどの特定のテーマに沿ったコーナーを設け、無

線ランサービスを提供するなど、ビジネスマンの利便性に配慮するとともに、産業支援機関や商

工会などと連携を図り、さまざまなビジネス支援を取り入れるのもいいと思います。 

 開館が１年も２年もおくれるわけにはいかないでしょうが、パブリックコメントの収集、意見

交換会も含め、半年ぐらいは先にしないと計画案にあります基本理念、運営方針はただのうたい

文句になってしまうと思います。 

 最後の質問になりますが、運営の内容について、さらに町民の皆様や、外部団体の方と十分に

協議ができるのかをお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  教育長。 

○教育長（西野 智行君）  運営内容についての町民の皆さん、あるいは関係団体の方との協議と

いうことでございます。 

 これまで、１年後にという目標を、オープンがですね。掲げながらやってまいりましたが、い

ろんな方からの情報、あるいは、他の地域の先進地の図書館サーチ、こういったところも行って

まいりました。なかなか、図書館、言うのは簡単なんですが、なかなかどういう形でつくるとか、

そういった今度段階になりますと、非常に難しいなというふうに、今、私としては感じておりま

す。 

 その意味では、行政だけでできないんだろうなという気もいたしております。ごらんのように

図書館を建設するまでにおいても、まだ若干時間的な余裕ございますので、微調整も含めてレイ

アウトの分についてはこれから今までいただきました意見を具体に、形にしていく作業、この段

階においても町民の皆さんとりわけ図書館活動これまで積極的に進められてきた皆さんとの意見

も参考にさしていただきながら、それを進めてまいりたいと思っております。 



- 35 - 

 運営内容でございますが、図書館が建設して終わりという、目的達成ということではありませ

ん。先ほどもお話も、御答弁さしていただきましたが、運営のやり方を含め、利用者の立場に立

ったサービス、どういった形で提供できるのかということが重要であります。 

 図書選定、あるいは本棚等の備品整理等を含めて、閲覧スペースをどのように確保、あるいは

配置していくかなどいろんなまだ問題が残されております。 

 今後とも町民の皆さんや、関係団体の方と意見交換することを通じて、随時協議していきたい

というふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  岡山議員の御質問の中で、図書館部分のみに今なっておりますので、念

のために私から若干、現代的なお話もさせていただこうと思います。 

 大体、１階２階部分を含めて８千平方メートルが今のとこ公表された数字、今後変わる予定が

ありますが、８千程度になっています。 

 下が４,５００ぐらいと、１階の商業施設でありますが、上の部分が３,５００、あるいはまた

４千弱と、こういう感じであります。したがって、先ほど、教育委員会からの御答弁の中にあり

ましたが、五、六倍という、５倍ぐらいということですから、２,５００ぐらいから３千ぐらい

あります。 

 あとの５００部分というのは、公共施設スペースなんであります。したがって多くの町民の皆

さんが個々に交いして交流できるというか、あるいはそこで休息したり、雑談できたりする、そ

ういうコーナーも組んでおるわけ、特にそういう部分を重要に考えておるということであります。 

 そのことについて、ぜひ一緒に御理解いただきたい。そういうような、商業施設と一体的に建

設をするという考え方からしますと、上の少なくとも２階部分の外郭はほとんど完了して、一方

はもう商業施設として開館、開業してまいります。 

 そんときまだ、よそから見たらどんどん工事ということにはならないわけであります。そうい

うことからすると、外観はほとんど私は１階部分ができたときはできてると、ただ、内部の問題

については、今、配置の問題がございます。そういうことを考えると、そして特に直営化、ある

いは委託化というようなお話がありました、これも今の図書館をこのまま移しています。蔵書の、

ますますたくさん、今５万５千冊いいますが、いずれ１０万、あるいは１５万冊を目指してまい

ります。 

 そのときに、図書館については、そんな背番号とかタグがついておりますが、そういうことの

一連の整備等が出てまいります。ですから、そういうようなする間は直営をせざるを得ない、こ

ういうことであります。いずれいつかの段階については、もちろん直営もありますし、委託の方
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向もあると、こういうことをぜひ御理解をいただきたいと思います。 

 そういうような全体の中で、できるだけ今議員が御質問、あるいは問い合わせがございました

ような点については、内部で十分検討さしていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  １番。 

○議員（１番 岡山 栄蔵君）  先ほど教育長のほうに十分意見交換を行うという回答を確かに聞

きました。 

 私の想像する図書館は、読書により言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かに

し、人生をより深く生きるための力を身につけていく上で欠かすことのできないものだと思いま

す。 

 今後また、学校、家庭、地域を通じた子供たちの読書活動の推進も含め、この問題は図書館を

利用する者としてまた、利用する子供たちの保護者として、今後も向き合っていこうと思ってお

ります。 

 日出町の皆様とともに、成長のできる図書館建設を願い、私の一般質問を終わらしていただき

ます。（拍手） 

……………………………………………………………………………… 

○議長（熊谷 健作君）  １３番、佐藤隆信君。１３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  日本共産党、佐藤隆信です。質問を行います。 

 はじめに、日本テキサス日出工場跡地の土壌汚染対策について質問を行います。 

 全国の工場跡地から有害物質による土壌汚染が多く発見されています。特に、ＩＣの工業跡地、

メッキ工場の跡地に多く発生をしています。 

 日出町川崎の日本テキサス工場跡地からも、有害物質が土壌から検出されたと、全協で報告を

されました。私は、この全協で報告を受けてから、テキサスとの日出町に譲渡する取引契約は、

土壌汚染の問題が解決した後にと町長に言ったと思います。 

 先般の全員協議会では、その解決がなされていないのに、テキサスが責任を持って行うという

ことで契約されたそうです。 

 土壌汚染の問題はテキサスが責任を持って解決するとの約束をした文書を入れているとの聞き

ましたが、私たち議会には有害物質の土壌汚染の状況や、契約書などは何も見せてもらっていま

せん。 

 内容を詳しく、私たちや町民に報告してもらいたいと思います。 

 そこで、聞きたいのです。全協では、鉛及びフッ素の土壌汚染、混入量が基準値を超えている

と報告がありました。その基準値はどれくらい超えているのか、また、テキサスは全体で３０近
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くの薬を使っていたと言われています。単に基準値を超えた土壌汚染にされた固有物は行ってい

ないのかどうか、その点についてもぜひ報告してもらいたいと思います。 

 再質問は、質問席で行います。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長、河野晋一君。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  佐藤隆信議員の御質問に御答えします。 

 土壌汚染対策法に基づきまして、土壌汚染の基準に土壌含有量基準と、土壌溶出量基準という

２つがございます。その中で、鉛、フッ素の土壌含有量基準につきましては、鉛が１キログラム

当たり１５０ミリグラム、フッ素が１キログラム当たり４千ミリグラムとなっております。 

 今回の調査結果によりますと、鉛につきましては、最小値が１キログラム当たり１ミリグラム、

最大値が１キログラム当たり１９ミリグラム、フッ素につきましては、最小値は不検出、最大値

は１キログラム当たり１,１００ミリグラムとなっておりまして、汚染基準を超えた箇所はござ

いませんでした。 

 また、土壌汚染溶出基準におきまして、さきの全協でも報告しましたが、鉛が３カ所、フッ素

が１５カ所基準をオーバーしたものがございました。溶出量基準でございますが、フッ素が１リ

ットル当たり０.８ミリグラム、鉛が１リットル当たり０.０１ミリグラムということで、どのく

らいオーバーしたかということでございますが、フッ素につきましては、０.８ミリグラムに対して、

０.９ミリグラムから、３.１ミリグラムというような結果になっています。 

 それから、鉛につきましては、０.０１ミリグラムに対しまして、０.０１２から０.０３というよ

うな数字が上がってきております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  私が金曜日に保健所に行って、保健所のほうでこういうものが

出たときはどういう対策をすればいいのかというような調査も行きました。そのときに、保健所

にもテキサスのほうからだと思うんですが、方向があったと、で、それを見せてくれって言った

ら、いや町のほうに行ってるんで、町のほうに見せてもらってくださいと言うんで、保健所は町

の許可を得ないとだめっちゅうことで、町の担当課に行って見せてもらいました。 

 そのコピーをくださいっちゅうんですけど、コピーはもらえませんでした。 

 そのときに見たのは、基準値以上の出たのは、鉛とフッ素だけじゃなくて、他にあったと思い

ます。それはどれですか、言ってください。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  基準値をオーバーしたのは、鉛とフッ素のみでございます。土

壌ガスの調査の段階で、四塩化炭素というのが出ましたが、先ほど言いました溶出量基準に照ら
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し合いました調査を再度行いました結果、その四塩化炭素については、特に基準をオーバーした

ことはないということでございましたので、フッ素と鉛がオーバーしてるということでございま

す。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  あなたが言っているのは、土壌混入量の基準だけを言ってるん

じゃないですか、先ほども言った土壌溶出量基準、または地下水溶出量基準は０.０１が鉛では

０.０２から０.０３、フッ素では、０.９から３.１と、そういうところで他のものには多分超え

ているもんがあると思います。 

 私が見た中、だからそのコピーをくださいっちゅうのに、あなたはくれなかったと、ぜひそれ

を議会にコピーを見せて悪いものでないんだから、ぜひコピーを見せてもらいたいというふうに

思います。 

 次に、土壌汚染されている面積、また深さはどれぐらいなのか、答弁してもらいたいと思いま

す。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  土壌汚染されている面積でございますが、先ほど言いました溶

出量基準を超えた箇所が、全調査箇所３６４カ所中、鉛が３カ所、フッ素が１５カ所ということ

で、１０メートル四方区画ごとのサンプリング調査ということでありますので、単純にその面積

を合計すると１００平米掛け１８カ所ということで、１,８００平方メートルというふうになり

ます。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  １,８００、本来３,０００平米以上汚染されると大問題ですが、

１,８００ということなんでしょうが、全体の面積、要はテキサス全体の面積にすれば大量な面

積になるというに思います。 

 次に、テキサスとの土壌汚染対策の約束した文書があるとこのことでありましたが、私たちに

は見せてもらえません。その文書をぜひ出してもらいたい。そして、その文書の中にはどういう

ことが書かれているのか、そのことを知りたいんで、文書を出してもらいたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  その文書につきましてでございますが、ことし５月１日に、環

境についての合意書ということで、町と、日本テキサスと文書を交わしております。その文書を

公開することについては、また検討させていただきたいと思いますが、本日は主な内容について

御説明をさしていただきます。 
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 まず、土壌汚染対策法に基づきまして、大分県に調査報告書を提出し、その指導に従い誠実に

対策を実施するということでございます。 

 それから、大分県からの指導の有無に関わらず、一部の汚染箇所については、土壌の入れかえ、

修復を行うということになっております。 

 それから、来年の４月までの間に、新たに発見された土壌汚染に関すること等につきましては、

基本的に日本テキサスさんほうで責任を持って対処するというような文書になっております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  その文書を見せられないっちゅうんであればしょうがない。ぜ

ひ私は見せてもらいたいと思います。 

 なぜなら、今言ったように一部土壌の入れかえを行うということを言われました。確かに土壌

汚染をされたら、土壌の入れかえは必要です。ただ、どれくらいの土壌の入れかえをするのか、

その土壌をどこに持って行くのか、また、海も近い、水質汚染はどうするのかという問題もある

んです。だから、その文書の内容にそこまで踏み込んだ文書なのかどうかをぜひ見せてもらいた

いというふうに思います。 

 次に、汚染された、先ほど言った土壌の撤去方法などについては、書かれているのかどうなの

か。 

 また、テキサス周辺にはどれぐらいなボーリングがされているのか、調査をしましたか。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  汚染された土壌の除去等の措置についてですが、特にその環境

合意書の中で細かくうたっているわけではございません。基本的には、大分県の指導に基づきま

して、その辺の対応がなされるんではないかなというふうに思っております。 

 また、先ほど申し上げたように、大分県の指導有無に関わらず、一部の汚染箇所については除

去するというふうになっております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  ボーリングについて、何も今答弁をしなかった。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  失礼しました。 

 ボーリング箇所等については、今のところ詳しい状況把握はできておりません。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 
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○議員（１３番 佐藤 隆信君）  そこが問題なんです。土壌汚染というのは、要するに地下水に、

地下に入るわけすよ。そしたら、どこに行くかっちゅうと、あの下の小深江の港の海、並びに

１キロ以内に野菜やらによるボーリングが掘られています。私は全部調査しました。 

 ８本掘られて、１つは簡易水道もあります。そこまで、私はその契約書の中に、水の検査をど

れくらいするということまで入っているのかどうなのか。八代の産廃場は、もう産廃を封鎖して

１０年以上たっています。それでも、３キロ以内の地域に、当初は３０本のボーリング、それを

ずうっと検査をしました、毎年毎年。 

 ことし、やっと県のほうが来て、少し数を減らしてくださいと、出なかったんで減らしてくだ

さいと言って数を減らしました。それでもまだ、水質調査をやってるんです。要するに土壌汚染

というのは、単純なものではなく、特にテキサスは約４０年間、あそこで事業をやっています。

そうなると、かなり私は地下に入ってると思います。 

 その問題を、ただ、単純にテキサスとの間で、お宅、今、土壌調査の土壌の問題もそんなに大

したことないって言ったけど、これは指導要綱の中に入っています。土壌持ち出しについても、

きちっとどういう措置をするのかということがきちっと問われています。 

 そういうことも含めたテキサスに対しての文書、責任を問うているのかどうか。今言ったよう

に、担当課さえ、どれくらいのボーリングが掘られているのか、そういう調査もなされていない

というのは、余りにも無責任ではないかというふうに私は思います。 

 その点でテキサスが、これをそういうところまでどれぐらいの年月をかけて、水質調査などを

するのか、その辺について町として文書の中に盛り込むことができるのかどうか、答弁をお願い

します。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  近隣のボーリング等の把握はいたしておりませんが、今回テキ

サスが土壌汚染調査を行う段階で、昨年テキサスの敷地内で地下水の観測用井戸ということで

４カ所ほど掘っております。その４カ所の井戸の調査を行った結果が出ております。 

 その調査結果によりますと、そういうフッ素とか鉛とか、そういう物質はその井戸の調査の中

では全く出てないというような状況が含まれております。 

 それから、今後の問題でございますけれども、基本的には県のほうに調査報告書を５月２７日

に提出をいたしておりますので、県のほうの指導に基づいてＴＩ社のほうが責任をもって対応す

るということでございますので、その辺を町としましても、その指導内容、それから、指導内容

に基づいて会社が適切に対応するかどうかということを見守っていきたいというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 
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○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  県に頼んじょるけん、県がしちくるんじゃからいいっち。そう

いうもんじゃ、私はないと思うんです。日出町があの土地を譲渡したわけなんです。もし問題が

起きたらその辺のテキサスとの間をきちっとしてないと、日出町が今後相当な被害に遭うわけな

んですよ。 

 もし、１つのボーリング場の中から、鉛にやらが出たらそれこそ大変ですよ。その賠償誰がす

るんかと。じゃあ、日出町がそれだけの賠償できるのかという状況が起きるわけです。私、この

前保健所に行ったときも、保健所の方々もテキサスの間の中で日出町はきちっとしたことをした

ほうがいいですよと言われました。そりゃ、当然でしょう、担当とするならば。 

 私も、産廃問題で相当扱ってきました。県ともけんかもしてきました。でも、そのときに大事

なのは、その地域や町や、その汚染されたところから、どう地域の人の、住民の命と生活を守る

のかということなんです。例えば、土壌汚染対策法、土壌汚染対策法の目的は、土壌汚染による

健康被害と、これを防止することです。この目的を達すために、同法では土壌汚染を見つけ、調

査のきっかけ及び手法を公に、これを地域に知らせ、健康被害が生じないよう管理をしていく、

その仕組みを定めなければならないというようになっています。そういうことが、きちっとテキ

サスとの間で日出町ができているのかどうか、県に任しているから、県がやるんだから日出町は

いいですよっちいうことにはならないわけです。 

 日出町がテキサスとの間で契約するんだから、テキサスにどういうところまで責任を持っても

らうと、いうことをやるかどうかなんです。それについて、余りにも町が鈍いんではないかとい

うふうに私は思います。 

 だから、私はテキサスから譲渡を受けるときに、その問題が起きたというから、その辺をきち

っとしてそれから日出町は譲渡してもらったらいいんじゃないかというふうに指摘しました。で

も、譲渡を受けたということなんで、じゃあ譲渡を受けた以上、テキサスにどれだけの土壌汚染

に対する責任を負わしたのか、県が、県の方針でするんだからよいということじゃないと思うん

です。 

 町長、その辺についてはどう思いますか。 

○議長（熊谷 健作君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  既に、クーリングルームを中心に薬品を扱ってるというのは御案内のと

おりであります。その周辺において、既に４本掘ったと、それからさっき箇所についても申しま

したが、フッ素と鉛が出たと、その問題については、県が責任を持って、これは監督機関であり

ます。 

 今、保健所が、町が行ってるというんだったら、私は保健所は町にすべきです。こうこうこう
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で、もう少しこういう具体的に取り決めしなさいとすべき、指導機関としてすべきだと思います。 

 私は、そういう意味から１回照会をさせていただこうと思いますが、私のほうは、確かに周辺

に農家の方々が３００メートルぐらいあるんでしょうか、ボーリングをされた実態があります。

そういうことであれば、もう５年も１０年も前にいうことであろうと思います。 

 今するというのは、確かにそういう面もありますので、十分配慮してまいらなきゃならんが、

考えられる線については、十分検討して、問題なきように全体的に県の了解が得られるようにち

ゃんと処理しますと、一札をいただいてるわけでありますから、議員の言われるような面もある

とすればもうさらに確認をして、県のほうに、もう少し厳格な調査をするように私のほうからお

願いしていかないといかんと思います。 

 権限と責任を持ってるところが、権限と責任において処理するわけでありますから、その結果

については、私は一応聞くというか、さらに、特に課題、問題が周辺から出てくれば、それはま

た他の対応が必要であると思います。今のところ、関連した４カ所について、ボーリングして、

その影響がなかったと、こういうことであります。 

 その辺についてどういうふうに考えるかっていうのは、若干見解の相違があるかもしれません

が、議員が周辺のことを言っておられるわけでありますが、フッ素の性格、あるいは鉛の性格か

らすると、やっぱり今水溶性、水に溶けると言いますか、その辺のところについてどの程度ある

か、検討もいたしますが、一応問題ないんではないかという想定されてますから、県の５月の検

査がやっておられますから、その結果は待ちたいと思います。 

 もしそれで、よくないということであれば、さらに県からテキサスに対していろんな指導、あ

るいは助言がなされるだろうと、そういうふうに思います。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  議長にもお願いしたいんです。 

 先ほども言った、保健所に出されたテキサスからの有害物質の調査した資料をぜひ議会に出し

てもらいたいということと、テキサスと契約した文書、それをぜひ議会に出してもらいたい。そ

のことを議長にお願いをします。 

 それと、先ほども言った鉛の有害物質、これくらいにはどうもないって言いましたが、鉛は、

慢性、毒性、赤血球中の出る場合には、０.１から０.２グラム付近から見られる、鉛の高濃度の

中毒症状、貧血、消化管理、神経、血液の鉛の中濃度は、０.４から０.５ミリを超えて長期にそ

れが体に入ると悪いというふうになっています。 

 だから、私が心配するのは、長期的にボーリングや海水の調査をしないと、悪いわけです。い

つ出るかわからない。だから、真那井の産廃場は、１０年かけても、出なくても調査をしてるわ
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けです。地下水からいつ出るかわからないのに。 

 だから、土壌汚染というものは、しっかり一定の長期にかけて調査をすると、そういうことを

テキサスに責任を持たせるというふうなことを無償で譲渡してくれるんだから、そんなにいろい

ろ言うことはないかと、いうことじゃないです。 

 結局、無償でもらってもし出たら高いものにつくわけですから、その辺の問題をきちっとぜひ

担当課、町長やってもらいたいというふうに思います。 

 その辺について答弁をお願いします。 

○議長（熊谷 健作君）  その前に、今、資料の提出のお願いがありました。担当課長、別に隠す

ほどのものでもないと思いますので、文書での提出を後日お願いしたいと思います。商工観光課

長。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  今後の対応についてでございますけど、基本的にも、県のほう

の指導を待って、それが十分でないということであれば、水質調査等もＴＩに呼びかけるなり、

町でやるなり、いろんなこと検討を今後してまいりたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  公害問題というのは、皆さん御承知のように、一度起きたらな

かなか片づくことはできない、それは日本の全国の有名な水銀問題についても、長野県のイタイ

イタイ病問題についてもそういうことです。 

 だから、厳重に、本当に最新の注意を払って、日出町の住民が健康被害が起こらないような、

そういう対策をぜひ私は立ててもらいたいというふうに思います。 

 次に日出町の産業振興についてお聞きします。 

 平成２６年の日出町の産業振興予算は、農林水産予算が約７千万円、水産振興は３千万円、商

工振興はわずか６７６万円、合わせて１億円ちょっとです。今、私は産業振興は大事だと思いま

す。一貫して議会でも産業振興の問題を取り上げてきました。産業振興にわずか１億円そこそこ

です、今度の予算書見ますと。 

 これで本当に産業振興ができるのかというふうに私は思います。 

 反面、市街地整備事業などは６億円を超えています。産業振興のこの少ない予算の中で、具体

的にどういう産業振興を行っていくのか聞きたいと思います。 

 町長は常日頃、日出町３万人にしたい、人口３万人にしたいと言っています。私は、日出町に

働く場所がなければ観光では人口はふえないと思います。現在日出町で、企業誘致の計画はある

でしょうか。また、現在ある町の中の、中小企業対策はどういう対策を立ててるかまず答弁をお

願いします。 
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○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  企業誘致及び、現在の町の中小企業対策ということで御説明い

たします。 

 企業誘致につきましては、雇用対策、定住人口の増加、税収の増加を図るため、積極的に取り

組んでいかなければならないというふうに考えております。現在の取り組みは、平成２０年度に

企業立地促進条例を制定しまして、独自の優遇施策を設けるとともに、半島振興法などの優遇制

度を活用しまして、誘致に努めているとこでございます。 

 平成２０年以降、株式会社松本商店、コープ大分、株式会社木村コーポレーション、ビジネス

ホテルや、株式会社由布合成化学、それからホンダ太陽の増設と製造業やサービス業など、

１０社以上の企業が立地をいたしております。 

 また、ことしの４月より、企業誘致担当の非常勤職員を配置しまして、体制の強化を図ってい

るところであります。さらに、県との連携を密にしまして、企業訪問との回数をふやし、情報の

収集や要望の把握に努め、企業誘致に取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

 それから、中小企業対策につきましてですが、旧商店街の空洞化が進展するなど、大変厳しい

状況が続いておりますが、商工会と連携を図りながら、商工業の振興を図っていきたいというふ

うに考えております。 

 具体的には、昨年度も実施しましたが、本年度も今議会の補正予算に掲示をしていただいてお

ります、商工会による、商品券の発行事業、それから、今回初めての取り組みでございますが、

旧商店街に新たに出店を考えている事業者に対しまして、改造費や家賃を助成する空き店舗対策

事業、さらに有利な融資制度でありますセーフティーネットに関する町としての認定事務などを

実施をしてまいりたいというふうに思っております。 

 一方、企業誘致の取り組みでも述べましたが、企業訪問を通じ、企業の情報や、要望を聞くこ

とも重要ではないかというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  企業誘致の会社については、１０社ぐらいをしているというふ

うにありました。一定の成果があったと思います。 

 ただ、中小企業対策は、最近日出町に来た、町の中に入った人には、入れば一定の補助金も出

すというふうなことをつくっているというように思います。ただ、私は中小企業対策については、

担当課にもよく話しているんですが、やはり一度アンケート調査などをとって、日出町の中小企

業や商店街が町に何を望んでるのか、どうしてもらいたいのかということの、やはりその人たち

の意見をよく聞かないと、具体的な計画はできないと思います。それをやったことがあるのか。
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また、今後やろうとしているのか。それに基づいての対策をとったほうがいいんじゃないかと思

うんで、その辺のことをやったことがあるのか、今後やろうとしてるのか、その辺のとこを聞き

たいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  中小企業者に対するアンケート調査については、最近ではした

という記憶がございません。今後どうするかということでございますが、先ほどもちょっと述べ

ましたが、企業訪問、中小企業訪問等を行うことによって、事業者の意見等を吸い上げるという

方法もありますし、アンケート調査という方法もあると思いますので、その辺は今後検討してま

いりたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  私がなぜそういうことを言うかと、日出町はテキサスが撤退を

して、大企業というのは日出町には、もう全くないと言っていいでしょう。そうなってくると、

今ある日出町の中小企業、元気でこれから先日出町でもっと企業活動を旺盛にすると、そしてこ

こで生産を上げ、雇用をふやすということになれば、地場企業であれば法人税であろうと、住民

税であろうとほとんどその町に入ります。 

 だから、一定の日出町が予算をつぎ込んで、地場企業を強化発展させることによって、町も私

は潤うというふうに思うんで、その辺についてもっと力を入れて、地場産業、地場企業に対して

地場の中小商店に対しての予算措置もし、わずか６００万か、７００万ではなくて、もっと予算

措置もきちっとつけて、対策を練ってもらいたいというふうに思います。 

 次に私は、これまで２５年から２６年にかけて、３回も農業漁業振興について質問してまいり

ました。平成２５年の１２月議会では、町長に８項目の要求を出し、農業問題では、漁業問題で

は、公社をつくってどういうことをしたらいいかと、こういうことをしたらいいんだという提案

もしましたが、町長は、そういう公社をつくってもうまくいかないと、日出町の職員は１億円以

上の人件費を使っているので、職員で行うと。また、短期的でいろいろな観点で、短期、長期的

観点で考えていく、このように答弁もいたしました。 

 では、農林漁業の日出町の年間生産高、計画はできていますか。現在は多分４０億円切ってい

ます。または、５年ぐらいの中期生産計画などはつくっていますか、答弁をお願いします。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長、岡野修二君。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  佐藤隆信議員の質問にお答えいたします。 

 ５カ年くらいの中期生産計画等についてですけれども、まず現在の年間生産高でございますけ

れども、平成１８年以降、国の公表というのはないわけでございますけど、平成１８年当時は、
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農業が４１億８千万、漁業が７億５千万、林業が２千万ということで、合計で約５０億円という

生産高でございました。 

 その後、現在公表はございませんが、その後の状況を見てみますと、採卵鶏、あるいは直売部

門というのが日出町ではかなり伸びていると、そのように考えられます。 

 それに対しまして、米、あるいはハウスミカン等を中心にしました果樹、そして酪農というの

がかなり減っていると、そういう状況にございます。細かな算定ができているわけではございま

せんけれど、その辺で、現在の価格等、面積等から推定いたしますと、農業等で約３５億円、漁

業、林業等で約５億円ということで、全体では４０億円程度、当時に比べますと１０億円程度落

ちてるんじゃないかとそのように推測をしているところでございます。 

 それから、担い手の今の状況でございますけれど、中核的担い手の認定農業者、これが８０経

営体ございます。それから、農業後継者で組織いたします、営農同志会というのがございますが、

現在会員が１３名でございます。 

 それから、新規就農者の状況でございますけれど、これは農の雇用事業等も含めてであります

けど、平成２１年に２名の新規就農者、２２年が６名、２３年が２名、それから２４年が９名、

２５年が２名という、そういう状況になっておるとこでございます。 

 今後、認定農業者を中心にいたしまして、今後の日出町をしょって立とうという計画を持って

いる方でございますので、その辺の規模拡大、あるいは経営の合理化の目標に対しまして支援を

していきたいと考えております。 

 中期生産計画ということで具体的な数字という形では今まだできておりませんけれど、生産高

でなくて、これからやはり所得というものに注目していくべきではないかと思っております。 

 現在、いろんな燃油の高騰でありましたり、資材、あるいは飼料等かなり高騰しておりますの

で、売り上げでなくて経費のほうがかなり負担が大きいというところで、やはり所得をどうやっ

て上げていくか、その辺がこれからの課題だと考えております。 

 これからは、そういう販売先でありますとか、販売方法その辺も含めた戦略を模索していきな

がら、品目ごとに細かな計画を今後立てていきたいと考えているとこでございます。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  課長、そのとおりなんです。要するに計画を品目ごとも立てる

と、ただ、そのときに私は大事なのは中期、長期的な計画を立てないと２年先にはここまでいこ

う、３年先にはここまでいこう、それができないのはなぜなのかと、常に追求をしてやるにはど

うしたらいいのかということになると思うんです。 

 だから、物事をするにはやはり計画をきちっとつくって、その計画に達成するにはどうしたら
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いいのか、しなかった場合にはなぜなのかという反省と、がないとなかなかその計画にはいかな

いというふうに思います。 

 だから、大分県は今、１年間に担い手を年間２００人、５年間で１千人というふうに決めてい

ます。ことしは１９９くらいにいったというふうに言われていますが、そういう計画を町も独自

で私はぜひ持つべきだと。そうしないと、町長張り切って職員に１億円もお金を払うちょるんじ

ゃけんって、私にはひでーこと言ったのじゃないかと、そういうことを言ったんですが、本当に、

私は今の職員は大変だと思います。なぜ大変かっちゅうと、水田の対策がこんなにころころ変わ

って、それを消化するのに今職員は大変ですよ。実際言うて。 

 地域に入って農家の人に、これをやってくれ、あれをやってくれっちゅうんだけど、米の値段

は安いし、高齢化しちょってなかなか農家の人はそれを受けてくれないと、多分悩んでいます、

いると思うんですよ。 

 それでも、国はこんなにかわるんだからやらなければならないという状況です。私に言わせれ

ば、今国の方針に従えば、農家はつぶされるというふうに思うんですけど、それでも行政はやら

なければならないということで大変だと思います。 

 だから、ただ、それを聞くだけじゃなくて、みずからの町で、みずからの農林水産をどういう

ふうにするのかという具体的な計画をつくり、年次計画をつくり、中長期計画をつくって、それ

に向けて私は実行をやってもらい。そのときに、職員だけでは人が足らないというんであったら、

それなりの専門家を入れて、具体的にやってもらいたい。 

 特に、私は聞きたいのです。今後の水田対策は、どういうふうに考えれているのか、昨夜私の

ところで今度町のほうがイノシシの囲い込みの対策をやれば今度日出町で１つの地域くらいは予

算が出るようにあるというんで、八代をやったらどうかと、それは、約もう５年くらい前に、中

山間でやったらどうかっちいうんで、皆さん賛成をしました。地元負担５％で、約１００万、担

当約１万出してやるというふうにしたんですが、それから５年間、高齢化しました。 

 そして、今つくっているのは、水田の持ち主は３０戸ほどあるんですが、実際つくっているの

は１２軒ぐらいです。その人たちは、何とかやろうと言ったんですけど、自分の田んぼでないの

に１００％出すのは大変だから、地主が半分ぐらい出してくれないだろうかというんで、きのう

は決まりませんでした。来週１週間かけて地主と相談をして、地主が出すというんだったらやる

というふうになりました。 

 なぜそこまで今なってるかと言うと、米の値段が安い、高齢化している、だが八代のようにこ

れだけ圃場整備をして、莫大な金をかけて圃場整備をした水田を荒らしていいのかという問題が、

農協の職員の若い２人から出ました。 

 だから、何とかやりたいというんですが、高齢化の中で、米の安い中で政府はこういうふうに



- 48 - 

ＴＰＰをいつやるかわからない。そういう中で、なかなかみんな踏み切れない、それが状況です。

そういう状況の中で、日出町の水田をどう守るのかということを私は今後大変だと思います。 

 そういう問題を農林課や、政策推進課、この辺についてどういうふうな計画があるのか、どう

しようとしてるのかを聞きたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  水田対策についての質問でございますけれど、国のほうは、こ

とし４つの改革といたしまして、農地中間管理機構の創設、あるいは、経営所得安定化施策の見

直し、それから水田フル活用、日本型直接支払制度の創設ということで、４つの改革を提案いた

しました。 

 日出町といたしましては、平成２４年度から、人農地プランという、これも国の政策ではござ

いますが、それに取り組んでいるとこでございます。地域ごとに、５年後、１０年後、それぞれ

の地域の集落の中で農地を誰が担っていくのか、集落全体でやるのか、個人の中でやりたいとい

う方に任せるのかというところで、農地をどうやって集積さしていくか、あるいはそういう担い

手がいいないところにつきましては、人に貸すことができるのか、その辺も含めまして人農地プ

ランという計画をつくるような指導をしてるところであります。 

 現在も圃場整備を行っている地域でありますとか、中山間地域と直接支払制度等、もう国の制

度に乗っているとこ、そういうところを中心に今推進をしてるとこでございまして、現在、今

７地区でプランができておりますし、ことし１１地区でつくりたいという目標を持っております。

やはり、まずは集落の中で十分な話し合いをしながら、その集落の中でのビジョンというのをつ

くっていただきたいと、その中でうちのほうも一緒になって話し合いをしながら、それにその実

現に向けての取り組みを行っていきたいと、そのように思っているとこでございますので、その

後プランができましたらどういう作物を導入するとか、そういう細かい作業になってきますが、

まずは、各地域の中で十分な話し合いをしていただくような、そういう段取りをとってまいりた

いと思っているとこでございます。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  佐藤議員の御質問の中で、若干、私は誤解があるようにありますので、

釈明をさせていただきたいと。 

 町の職員が確かに１億以上の金がかかっているんです、職員の人件費。私がこのするって言っ

てんじゃありません。新しい時代が来てるんで発想をかえて、議員が言われるとおりです、その

とおりに向くように、課題をとらないで、今までどおりのやり方ではなくてやろうと、こう言っ

てるわけであります。 
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 そういう意味からすると、職員だけでやるって言ってるわけじゃない、今課長が言いましたい

ろんな観点があります。そういうこと、従来の踏襲ではなくて、しっかり新しい時代を見据えて、

産業振興やっていこうと、こういうことであります。 

 議員から私のところに公社をつくったらということであります。この点については、私は余り

積極的ではありません。なぜかと言いますと、今、日出町は、１戸当たり４反とか非常に耕作に

狭い、今、八代のほうは圃場整備やってますし、軒の井とか、あちこちやってるとこがあります

が、大多数は圃場整備ができておりません。そういうようなことの中で、あえてまた高齢化が進

んでおるわけですから、そういう時代でありますから、公社をつくってやればできそうな感じと

いうことには、私はならないんではないかと、そういう意味から議員が言われたとおりです。中

期、長期的な計画、目標を掲げて、しっかり産業振興やっていこうと、その点については私は全

く異論はございません。 

 ただ、職員だけでやってるからほかんことせんのんだと、こういう誤解では、私は若干私の理

解と違うということを申し上げて、今、言われるような方向については、何ら異論はございませ

んので、今後とも担当課を上げて頑張っていきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  私は、一番、水田の問題については、今政府が出している農地

プラン、これが一番問題だと思うんです。今、政府は、農協改革、農業委員改革をやろうとして

ます。つまり、農業委員会ももう必要ないと、農協も金融と営農を切り離すと、そして最後には

日本の大企業が農地をどんなにでもできると、今の農家はもう全部撤退をしてもらいたいという

のが、今度のＴＰＰの方針です。 

 次から次へと、そういう攻撃がかけられています。でも、日本から、農地から農民を追い出し

て、本当に日本の農業はできるのかと私は思います。 

 それだったら、この町で今ある日出町の農家の方がどうできるのか、それと同時に、担い手を

どうつくっていくのか、前回も出しましたが、先ほど課長も言いましたが、所得年間、担い手に

は４００万以上の所得を上げないと、担い手はできないと。じゃあ、そういう農業をどうつくっ

ていくのか、またお年寄りがお年寄りにできるなりの農業をどうしていくの、それぞれの立場に

立った農業政策をきちっと私はやはり具体的につくらないと、今の日出町の農業は戻っていけな

いというふうに思います。 

 ぜひその辺をもっと具体的に立ててもらいたいというふうに思います。ふれあいも、今、旬の

館も、今度の決算書を見ますと、結構売れているようにあります。それは、小さな人たちが年金

をもらいながら、安全な野菜をつくって、ふれあいに出しているというふうに思います。それは
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それなりに意義があると思います。ただ、きょう私のところに、私のハウスで、福岡から２８歳

の若者が来て、今、トマトをつくっています。今、ふれあいに出しています。 

 彼は、できるだけ無農薬出つくりたいと言っています。ふれあいの総会に行ったら、無農薬で

つくっているブロッコリーやらいろいろあるといいます。俺が安い値段で、ふれあいに売られて

いると、何でこんなになるんだろうかと、この次の総会に行ったら私言いますと、無農薬でつく

ったものが何であんなに安売りをするのかというふうに私思いますというふうに言っていました。 

 私もそう思います。無農薬っちゅうのは大変ですよ、量もできないし、だったら一定の値段を

消費者に保証してもらわないと長く続かないんです。そのお年寄りに、今後私たちのような若者

が、農業を本当に続けていくとあなたたちが思うんなら、もっと高い値段で売ってくださいとい

うふうに私は今度言いたかったんですが、初めてだったんで言えなかったというふうに思いまし

たと。こん次の総会に行ったら、そのことは発言しますといって、けさ私が来る前にうちに言っ

てきました。私もそうなると思います。できるだけ安ければ、安ければ農業は潰れるだけのこと

であって、一定の値段を消費者に出してもらう、その変わり、安全でおいしいものをつくるとい

うことを、農家の人は心がけなきゃならないというふうに私も思います。その点で農林課や政策

推進課、町長も含めてぜひ第一産業で農林漁業に力を入れてもらいたいというふうに思います。 

 最後になりましたが、時間もありません。今、若い人たちが日出町で働いている人たくさんい

ます。また現在の社会は、男女とも働く社会です。保育園、幼稚園は、日出町は、それなりに完

備されています。保育園には一定の定数を押していますが、何とかしています。ただ、問題は、

子供が病気になったとき、両親が会社に勤めてたら休めないのです。 

 そのときは一番困るわけです。そこで、今、杵築市や別府市は、病児保育というものを始めま

した。杵築市は、今度から山香の病院で始めるそうです。日出町も、そういうものを始めたらど

うでしょうかということは、私は、前回、交渉の中で町長にも、担当課にも話しました。ぜひそ

れを、杵築市や、別府市のようにやってもらいたい、やるためには何をしたらいいのかというこ

とも考えてお願いしたいと思いますがどうでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  福祉対策課長、原田秀正君。 

○福祉対策課長（原田 秀正君）  佐藤隆信議員の病児保育の実施についてという御質問にお答え

いたします。 

 保護者が就労している場合等におきまして、子供が病気の際に、自宅での保育が困難な場合、

病院、保育所等において、病気の子供を一時的に保育するほか、保育中に体調不良となった児童

への緊急対応を行う、病後児保育事業を行うことで安心して子育てができる環境を整備すること

は、必要性が高い事業と考えておるところであります。 

 事業実施については、初期投資や、収益性、職員の確保等の観点から、実施主体の確保が、今
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段階では困難な状況になっております。 

 国におきましても、運営補助基準の再検討も行っており、子ども子育て計画策定においての

ニーズ調査でも要望があることは事実でありますので、実施主体となり得る関係機関と十分協議

しながら、事業開始に向けて努力していきたいというふうに考えてるところであります。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  もう、時間がないわけですが、となりの杵築市も今度やるよう

になったそうです。そういうところの情報も聞き、予算的にはどれぐらいかかるのかという辺も

ぜひ聞いて、別府も杵築もやっているわけですから、ぜひ日出も人口約３万人近い、特に日出の

場合若い人がよその市町村に比べたら多い、子供たちも多い中で、ぜひそれを実行してもらえる

ようにそういうところを調査しながら町長やってもらいたいです。最後です、答弁お願いします。 

○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  御案内のように、日出町は小児科医がお２人おられるんであります。ぜ

ひ、そういうところが主体にならないといけないということになります。今言うように、課長答

えたとおりであります。可能性について十分検討して、周辺地域でできて、日出でできないとい

うのは大変不名誉であります。ですから、できる方向が模索できれば踏み切りたいと思います。 

 いろんな状況を十分に調査さしていただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（熊谷 健作君）  １３番。 

○議員（１３番 佐藤 隆信君）  これで、私の質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（熊谷 健作君）  ４番、金元正生君。４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  御指名をいただきました、金元正生です、よろしくお願いいたし

ます。 

 質問に入る前に、議席をいただきまして、早いもので２カ月余りが経過いたしましたが、改め

まして町民の皆様の御支持をいただき、この場に立てることの責任の重さを感じている次第であ

ります。と同時に、町民の方々の声を町政に反映させるというミッションの中、いろいろと御意

見もいただいております。私自身、３月までは一町民として感じておった部分もございますが、

執行部の皆さんと、先見性と即時性を持って、住んでよかったまちづくりを推進し、結果を出す

べく、全身、全霊で取り組む決意をお伝えし、早速ですが通告に従いまして一般質問を行います。 

 それから、質問さしていただくに当たりましての順番ですが、提出いたしました通告書と異な

りますので担当各課には連絡を入れておりますが、よろしくお願いいたします。 
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 まず、まちづくりのビジョンについてであります。 

 大きく２点質問さしていただきます。 

 １点目は、これまで人口３万人を目指し、町長初め、執行部の皆さんも議会、あるいは地域、

また住民の方々のいろいろな要求があり、大変厳しい状況の中、それを形にし、また成果として

出して来られ、日出町は発展しつつあるという見方、評価であろうと思います。 

 しかしながら、この日出町も昨年は若干の人口減となり、４月１日時点での総務省のまとめで

は、国内の１４歳以下の子供は３３年連続して減少しております。また、日本創成会議の分科会

による試算でも３０年後は８％に近い人口減が日出町も予測されておりますので、国による総合

的な対処に加え、地域の実情に応じた取り組みと、財源確保が必要であるかと考えますが、どこ

を見ても、調べても、少子高齢化が進み、人口減が加速し、特効薬もなく、歯どめが効かない状

況の中で、私はまずは定住者の確保を重点課題として取り組むことが急務だと考えます。 

 そこで、人口３万人を目指してこれまで取り組まれてきた施策、進捗状況をお聞きしたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 次からの質問は、質問席にて行います。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長、井川功一君。 

○政策推進課長（井川 功一君）  金元議員の御質問にお答えをさしていただきます。 

 まず、人口３万人を目標としてのまちづくりを推進する上で、目指す町の姿についてでござい

ます。 

 日出町のまちづくりは、第４次日出町総合計画に掲げます、人と自然が調和したふれあいと活

力ある町を将来像に、１０年間という中期的期間を設け、４つの基本理念と４０の基本計画を定

め、まちづくりを行っておるところでございます。 

 基本計画は、基本構想に定めた本町の目指すべき姿を実現するために、必要な施策を具体的、

体系的に明らかにするものであり、平成２３年９月に後期基本計画を策定したところでございま

す。 

 町民の皆様が主人公であるということを認識をし、町民の皆様をまちづくりのパートナーと位

置づけ、町民と行政とが手を取り合って、力を合わせてまちづくりを行っているところでござい

ます。 

 特に、人口面につきましては、当町も昨年度に空き家バンクに報奨金制度を始めさせていただ

きました。本年度も新たに定住促進事業といたしまして、新築の報奨金、それから、子育て賃貸

の報奨金も行っているところであります。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 
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○議員（４番 金元 正生君）  ありがとうございました。担当課の的確な御答弁をいただきまし

たが、現実としては、厳しい言い方になりますが、昨年は若干の人口減になっておりますので、

有効打にはなっていないというような状況にも受け取れます。 

 転入、転出の状況分析をしっかり行いながら、人口３万人という目標から、やはり現実を見て、

定住者の確保ということのほうが先決ではないかと思いますし、今が日出町のターニングポイン

トでもあると考えております。 

 そこで、町長の描かれております人口３万人の日出町を目指す上での、プライオリティの最も

高い大きい柱となる施策は何か、どうお考えになってるのか、ぜひお聞きしたいと思いますので

よろしくお願いいたします。 

○議長（熊谷 健作君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  大変難しい御質問で、恐縮でありますが、私、先だってから新聞、テレ

ビ等で出ておりますように、人口の減少、３０年経過後はどうなるかということでありますが、

大分市が７％ぐらい、日出町が８％ぐらい、１０％未満はこの２つだけであります。 

 大分県全体の人口が、九十三、四万になる、これ２０％以上の減少と、こういうことになる。

そういう時代で、今２万８,６００ぐらいでありますが、いずれ、そうなった３０年後は日出町

が２万６千人台であります。 

 ちょうど、よそのことを言って恐縮でありますが、隣の杵築市は、２万２千を若干下回るかそ

の前後だろうと思います。国東市がどうなるかというと、２万人を割って１万七、八千だと、こ

う言われておるわけ。 

 ですから、私は、日出町が何とかとどまって、減少が比較的少ない町として、今後とも維持し

ていきたいと、私は３万人はぜひ目指したいわけでありますが、よそがどんどん人口減少時代に

日出町だけがふえるってことは、なかなか困難であります。 

 しかし、あえて挑戦をすると、そういうことで空き家対策であるとか、住居対策、子供対策、

教育対策、全てこれは日出町が自慢に思い、また誇りに思えるような、皆さんがぜひ日出町に住

もうという意思決定をしていただかないと人口はふえないわけであります。 

 今、いろんな形で、定住関係としては、内野地域のアール・ジェイ・エステートという会社が

８８区画、同じく同地域で３１区画、豊岡もあちこちありますから、１５０区画程度の宅地造成

はほとんど済みかけて、今から入居が始まるわけですが、いろいろお聞きしますと、どうしても

日出町は金融機関の融資サイドが厳しいと、こういうことが言われております。 

 何とか、多くの皆さんが融資を受けられて、自己資金だけでっていうのはなかなか困難であり

ます、そういう環境条件もしっかり整えていかないといけないと、何にも増して私はそういうこ

とを考えると、日出町の歴史的、文化的な、あるいは自然条件、あるいは交通を含めた条件、す
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ばらしい日出町は状況にあるわけでありますから、これを生かさない手はないわけであります。 

 そういうふうなことから、城址周辺の整備であるとか、暘谷駅周辺の整備であるとか、佐尾地

区の整備であるとか、いろんな状況を整えつつあるわけであります。 

 大変ありがたいことには、３月２０日には、１０号線の４車線化も大変できて、日出と藤原地

区が一体化が進みました。いろんな条件が整備されつつあります。今後とも、もっともっと整備

していかなけりゃいけないと、そういう状況を踏まえますと、私は、その中で医療の問題であり

ますとか、教育とか、あるいは福祉の問題とか、先ほども御質問がありました企業誘致とか、や

っぱりいろんな問題が課題になってまいります。 

 こういう課題をしっかり捉えて、日出町は私は国東半島の中心地域の中心の町になるんだと、

こういう思いを皆さん職員一体となって、持って、今いろんな環境条件の整備に向けて努力して

おります。 

 私は、ぜひとも明治、あるいは大正期は日出町は大変にぎわいな町でもあります。そういうこ

とを考えると、夢を再びというようなことで、大分、別府を除きますと、私はすばらしい発展条

件を備えた地域にあるということでありますから、これはどの部分をどうっということではあり

ません。 

 よそから見て、日出町はいろんな面で優れてるという評価、ぜひ日出町に住もうと言っていた

だけることが一番重要でありますので、どの部門も皆重要であります。精いっぱい努力させてい

ただこうと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  今、御答弁いただきましたが、高めに目標を設定するということ

も、非常に大切かと思いますし、先ほど政策推進課長さんからの取り組み、それから今、町長さ

んからは、町の特注売りについての部分も御説明も少し入りましたが、この点について後ほど質

問させていただきたいというふうに思いますが、この取り組み、少なからず４つの基本理念の中

で４０項目ほどございましたが、これ全て取り組みながら、進捗と並行して不具合についての対

処、それから費用対効果を検証しながらやれれば大変いいことだと思いますが、私も２年半ほど

生涯学習課にお世話になりまして、今の職員の状況から見ていろいろと仕事も掛け持ちされてお

られる中で、キャパ的にアクシャルとして、それはなかなか難しいのではないかなというふうに

思う次第でございますが、私は大きい施策、例えば定住者確保という１本の柱があって、それに

付随した対策がついて来るという考えの方が、今の日出町の現状にあった形のものかなと、非常

にやはり確立が、人口減という確率が高いという中で、もう少し絞り込んだ施策を行わざるを得

ない状況であろうかと思いますが、いかがでしょうか。 
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○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  私は、ここに職員皆います。管理職です。それぞれの部門を責任を持っ

て担当してる人たちであります。私は、それぞれの各部門が先ほどからなっております課題、問

題、目標をしっかり持って、その目標に向かって前進すると、そういうことが私は重要であろう

と思います。 

 私も、その中心になって、ある意味では定住関係から言えば、私は定住だけしても環境条件が

整わないと、なかなかそういうことにはならない、やっぱり一体的にする、中心はもちろんあり

ますが、どうしたかということで、今、周辺の環境整備やっております。道を非常に整備するよ

うに努力、今、日出町全体として１７本の町道の整備を行っています。 

 そうしていけば、宅地用地が提供されるわけで、そこにまた、家が建ってまいります。そうす

ると、多くの人たちが日出町に移り住んでいただける、日出町は御案内のように農振の指定を受

けています。そしてまた、農地の開発行為がある、ですから時間がかかるということから、なか

なか宅地開発ができないという状況もあります。 

 それは、積極的に道をつくることとどうと、じっとしとればソーラーになってしまいます。私

はソーラーよりも、やっぱり住宅と、もっと土地の有効活用を図るべきだとこう考えてやってお

りますので、十分費がついてないと思いますが、重点的なものもありますし、各部門上げて頑張

りたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  今後につきましては、対策可能なキャパシティーの準備をしっか

りしてから、スピード感を持って、しっかりタイムリーな策を講じていただきたいと思います。 

 それから、担当課の方々におかれましても、担当領域のスケールはあるにしろ、情報の共有化

という領域では重なるところがあろうかと、多々思いますので、その分は、十分にアライメント

をとっていただくという改善も行っていただきたいということを申し上げまして２点目の。 

○議長（熊谷 健作君）  金元議員、済いません、ちょっとお待ちください。 

 お諮りします。一般質問の途中ですが、ここでしばらく休憩したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（熊谷 健作君）  異議なしと認めます。したがって、しばらく休憩いたします。午後１時

１０分より再開いたします。 

午後０時04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時10分再開 
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○議長（熊谷 健作君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。４番、金元正生君。 

○議員（４番 金元 正生君）  午前中に引き続きまして、午後からもよろしくお願いします。 

 それでは、２点目の日出町の特徴といいますか、売りについて質問いたします。 

 日出町は、自主自立の道を選択したわけですので、財源という点で、特例債を始めとしていろ

んなお金が使えない中、先ほど町長のほうからもお話がございましたが、日出城址周辺の歴史的

町並みの復元や、商業施設の誘致、暘谷駅周辺の整備も着々と進んでおり、また、学校の耐震化

１００％も完了し、かなりの御苦労があったと御察しいたしますが、これから日出町の特徴とし

て、何を町の売りとしていくのかというところにたどり着こうかと思いますので、今、行ってい

るイベント開催や施設利用、あるいは、観光での現時点での参加者や、集客についてお聞きした

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  それでは私のほうから、日出町の売りを含めた取り組むべき柱

の優先順位ということで、御答弁さしていただきたいと思います。 

 日出町は、歴史から見ましても、別府市や国東半島を含めた県央の中心的な役割を担ってまい

りました。今後も中核的な自治体に発展していかなければならないというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

 日出町には、恵まれた自然環境がございます。各地域には、すばらしい歴史的、文化的資源が

多く残っておるところでございます。このような特色を生かしながら、地域の活性化を行ってい

き、町の魅力づくりを総合的に行っていくことが必要というふうに考えているところでございま

す。 

 住みやすい町、住んでよかったと思える町、また、誇りに思える町、このまちづくりを実現す

るためには、優先順位をつけるのではなく、今後とも恵まれた環境を保全整備し、地域力を高め、

歴史的、文化的遺産を活用した総合的に考えたまちづくりを行っていきたいというふうに考えて

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  今、御答弁いただいた中で、具体的な数値化したデータ、もしご

ざいましたらお願いいたします。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  数字的な分は今持ってませんので、後ほどお答えをさしていた

だきたいと思います。 
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○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  また、後日そのあたりはいただきたいと思いますが、以前、私が

いただいた資料でいきますと、観光ブームが、観光客の総数については減少してますが、消費額

が上がっているような、商工観光課さんからいただいた資料がございますが、その辺の詳細がわ

かればお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長、河野晋一君。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  今、手元に資料ございませんけども、最近三、四年間、観光客

数については、９０万代で推移をいたしております。そういう中で、観光消費額ふえたというこ

とは、旧亀の井ホテル、今アメイズになっておりますが、それが新たに進出したとこいうことで、

そういう中で宿泊客が九十何万人の観光客数の中に占める割合がふえたということで、そういう

部分で消費額がふえたというふうに認識をいたしております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  そういう意味ではアメイズホテルさんの戦略が功を奏したという

ことで、これは企業誘致が成功した部分でもあろうかと思いますが、私が聞くところによります

と、外国人客が別府ないし、国東半島関係の観光を回って、日出で泊まって食事をされるという

ようなところで、せっかく近くに身近にいい材料、ノウハウを持ってる会社があるわけですから、

この辺あたりと接点を取りながら生かしていただきたいなというふうに思います。 

 もう１点は、これから今までいろんな角度から施策を打たれてきて、検証を行って、今度は絞

り込んだ対策が必要かと考えます。そこで、再度、町長にお聞きしたいと思いますが、これから

の日出町の特徴、それから、アメイズホテルさんが戦略を攻した以外に、現状の維持、もしくは

若干尻すぼみになったようなイベント等もございますが、これらの改善策、またはどこにフォー

カスを当てて、日出町の特徴を、活路を見出そうかというお考えを持っているのか、お聞かせい

ただきたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  日出町は、今、９０万ということがありますが、私はかなりそれよりも

上回ってきてると思います。なぜかって言いますと、別府湾ロイヤルホテルは、非常に宿泊関係

あちこち来てます。ツアーが大変多ございます。 

 それから、糸が浜のソラージュ大分日出であります。これは、家族を含めていろんな方がたく

さん行ってます。それから、ここのアメイズ、亀の井ホテルのあとでアメイズでありますが、こ

れは私は、別府大分から全部、国東半島周辺の活動は、あるいは取引、あるいは商談等について、

ここから皆動くようになってきております。 



- 58 - 

 地元のホンダ太陽、そのほかの皆さん方も活用するようになっております。ですから、リゾー

トとして、それから観光の拠点として、ビジネスの拠点として、私は非常に日出町は、多彩にな

ってきたとそういうふうに思っています。 

 そういう中で、私は以前よりは２０万以上の入れ込み客の増加はできてきてる。おまけにお城

周辺、あるいは的山荘と、そして大変ありがたいのは、大神ファーム等に、非常に活用が多くな

ってるということもあります。 

 それから、ここ一、二カ月でも、また回天基地周辺が大変多くなってるということがあります。

したがって、鈴木養鶏あるいは、関口農園、いろんな全体的に見ますとバランスよく、それぞれ

の地域にいろんな施設があるということでありますから、ハーモニーランドも非常に営業成績を

上げてきていると思います。全体的に私はすばらしい面が多々出ておりますので、観光的には今

後、ますます伸びていくだろうと思います。 

 それから、企業関係についても先ほどお話がありましたが、約十数社、十三、四社とあります

が、日出に本社を置くとか、あるいは活動の拠点をいろいろ移してくるという状況がございます。 

 なぜかと言いますと、非常に日出町は、いろんな状況が非常にいいというようなことを言われ

ておりますので、そういう意味からすると、ホンダ太陽がここ本社を構えたり、あるいは、いろ

んな会社が、それから今１つ私が強調しておきたいっていうのは、日出町の企業が少ないように

言われますが、ベンチャービジネスとしては、大分県切っての地域だとそういうふうに思ってお

りますから、いろんな午前中も質問がございましたが、いろんな問題、課題をしっかり克服しな

がら地域づくり、企業誘致、人口がやや横ばいになりかけておりますが、働く場所がなければ大

変課題であります。 

 働く場所、そしてまたベットタウンと言われておりますが、ベットタウンというのは、私は大

変言葉としては余り歓迎してないわけで、ベットタウンじゃなくて私は日出町を中心にしながら、

商業的機能、サービス機能もここに備えて、ここに日出町の皆さん方が住んでいただく、こうい

う町でならなければ衛星都市であってはならんとそういうふうに思っておりますので、いろんな

観点が私は日出町の中にある、特にすばらしいのは、歴史、文化的遺産がたくさん残っておると

いうことが、私は言えるんではないかと思いますんで、精いっぱい活用して、しかも、空港と大

分との周辺の中ほどにあるということであります。非常に交通の便利がいいし、高速道路もあり

ますし、あるいは駅があったり、環境も、あるいは自然環境もすばらしいしということですから、

私は人が住むときに、私は日出町を非常に歓迎されてると、しっかり磨きをかけて地域力を高め

ていけば、減る時代にあっても、精いっぱい努力すれば横ばいか、やや下降で済むんではないか

なとそういうふうに思っておりますんで、先ほどから申し上げとるのは、あらゆる面を総動員し

て、地域づくりを今後ともやってまいりたいと、お答えになってるかどうかわかりませんが、精



- 59 - 

いっぱい頑張りたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  今、町長から観光の拠点というようなお話をいただきましたが、

集客という面ではリピータープラスアルファの部分がないとなかなか伸びてこないと思いますの

で、ぜひそういう視点での駐車場も含めて、環境整備を検討していただきたいと思います。 

 それから、日出町の特徴、売り、または定住者という面においても、近くにＡＰＵという大き

な大学もありますので、そのあたりも視界に入れた取り組みもできればしていただきたいかなと

いうふうに思います。 

 この件につきましては、もう少し掘り下げたいところですが、時間の都合もございますので、

次の質問に移りたいと思います。 

 次は、日本テキサス跡地の利用についてでございます。 

 私ごとでございますが、３０年私もお世話になった会社でございまして、昨年、残念ながら閉

鎖となり、非常に寂しい限りでございますが、町に全面譲渡ということで、書面上では５月いっ

ぱい、町の所有になったわけですが、２点ほど質問させていただきたいと思います。 

 まず１点目は、どう有効利用するかという部分で、プロジェクトチームがあるとお聞きしまし

たが、譲渡から４０日経過いたしまして、現在までの有効利用についての調査、検討、それから

進捗等お聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  それでは、私のほうからＴＩ社の譲渡を受けての話があった後

の行政の取り決めについて、若干御説明をさせていただきたいと思います。 

 昨年末に無償譲渡の話を受けまして、関係各課を集めまして協議をするプロジェクトチームを

組織させていただいたとこでございます。 

 特に、２月に入りましてそのプロジェクトチームを３つの班に分けさしていただきました。ま

ず、１つが、役場機能が移動する場合、どういう内容が移動できるのかという検討をする、役場

機能移動検討班。 

 それから、現工場棟や事務所棟、これを民間企業が利用する場合、どのような内容について改

修や工事をしないといけないのか。特に、上下水道、これをすぐに使うようにした場合、どうい

う工事をしないといけないのか、そういう問題や、搬入道路、これをどうするのかということを

検討する工場棟改修計画班。 

 それから最後の１つですが、民間貸し出しを行った場合の役場の受け入れ態勢や、貸し出し基

準、それから維持管理の方法、それを検討する、民間貸し出し検討班、この３つのグループに分

けて現在検討をしてるとこでございます。 
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 企業の誘致、それから維持管理法につきましては、各担当課から御説明さしていただきたいと

思います。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  それでは、商工観光課のほうより、今現在の進出希望企業等に

ついて若干説明させていただきます。 

 今現在、９つほどの団体及び企業から希望があっております。主な業種としましては、企業に

つきましては、製造業でございます。それから、企業以外に学校関係の団体が２つほど興味を示

しているところでございます。 

 それで、今現在既に工場見学を３つほどの企業及び団体が工場見学を行っているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  答弁はいいですか、以上ですか。４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  今、ちょっとお聞きした限りではまだ確定したものがないという

認識でよろしいようにありますので、７月いっぱい私がお聞きした話では、ＴＩ側のほうの都合

で７月以降と、町の管理というような形であったろうかと思いますが、まず最初の段階で譲渡を

受ける前、県へ報告ないし、サポート要請等あったのか、なかったのか、方向性といいますか、

指導ないし、助言等があったのかという部分で、基本的に日出町の責任において、管理をもう行

わなければいけないのかという、そのあたりをちょっとお聞きしたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  県につきましては、そういう日出町に譲渡という話が、昨年あ

りまして、その後１月、県のほう企業立地推進課のほうに行きまして、こういうお話があるとい

うことで一応御報告させていただきまして、若干、相談等もさしていただきました。 

 それから、その後５月になりまして町長のほうから知事等に今後の利活用の関係で企業等の斡

旋、紹介等をぜひお願いしたいというようなことで要望もいたしております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  基本的には日出町が主となって、維持管理を行うんであろうとい

うようななんか今思いをしましたが、譲り受ける前、そこは順序としてメリット、デメリットを

しっかり洗い出して、活用についての見込み、構想を絵に書いて、次の段階の譲渡に入るべきで

あったろうと思いますが、これはいただいてしまっているという状況ですので、そこを議論して

も始まりませんので、午前中も土壌汚染につきましては、佐藤隆信議員のほうからちょっといろ



- 61 - 

いろ質問がございました。 

 鉛については、町長が言われました、薬品をたくさん使っていた工程からではないというふう

に私は思っていますので、その辺しっかりまたちょっと確認していただきたいと思います。 

 もう１つ大きな問題として、耐震の問題が残っておりますが、この耐震の診断のほうは、以前

全協でちょっとお聞きしたときに、町のほうで行うということであったと記憶しておりますが、

この点についてはちょっと間違いないでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  財政課長、川野敏治君。 

○財政課長（川野 敏治君）  ただいまの耐震調査について御質問にお答えします。 

 今回、６月議会のほうで、補正予算のほうを計上させていただいておりますが、その中でテキ

サスインスツルメンツの工場跡地の維持管理費、こちらのほうも計上させていただいております。 

 その中で、利活用するための施設整備という形で東西南北４棟の耐震調査をやるような形で予

算を計上させていただいておるところでございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  それでは、もう譲渡されたわけですから、耐震診断に対するスケ

ジュールをお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  財政課長。 

○財政課長（川野 敏治君）  今年度、２６年度中に、恐らく耐震調査がそのくらいの時間がかか

る必要であるかと思われます。 

 そしてその耐震調査の結果によりまして、今後耐震補強が必要なのかどうか、その結果により

ましてまた対応のほうは考えてまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  先ほどちょっと言われました分で、特に工場棟については、東西

南北、特に最初に建設されました西棟と南棟の半分、これは一番古いもので４８年で、４１年た

っております。その間、リペア等は行っていたとは思いますが、構造上、その当時の建築基準の

ものでございますので、耐震基準をクリアしているのかどうか、かなり疑問に思います。 

 なので、こういうところも含めてしっかり調査をお願いしたいと思いますし、アジアの中では

生産の競合激化に対応できない工場であったことが閉鎖に至った大きな理由の一つでもあります

し、パッケージ開発が町に全面譲渡した際に、部分的に借りることも可能なわけでありましたが、

わざわざ日出ハイテックの一部を借りて操業してるという事実もございますので、この老朽化し

た特殊な大きな建物をどう利用するかということで、喫緊の課題として、給食センターの建てか

えをということを検討されていって、テキサスの跡地に移転するというようなことを検討されて

いるという話もお聞きしましたが、このあたりは町長のお考えはいかがでしょうか。 
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○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  今の質問に関連して、調査にちょっと若干前の話をいたします。メリッ

ト、デメリット等については、随分内部にで検討さしていただいて、ここに資料もあります。必

要であれば差し上げたいと思いますが。あそこは六十二、三年ごろ最盛期として、１,８００人

と、２千人と言われた時期があります。その時期を踏まえた、ちょうど今給食調理場があります。

あれが、私の検討としては、あの間、今じゃなくて、ほとんど使って給食センター的機能が果た

せるかどうかということを内部で検討して、大体どのくらいの資金が必要であるというようなこ

とについてはして、ある意味では高すぎるんじゃないかというふうに思って、再度検討さしてい

ただいています。 

 新たに建てるほうがいいのか、いただいた土地を使ってそこに建てたほうがいいのか、そうい

うことは今後の検討課題になります。今、どうこうとはっきり結論が出たわけではありませんが、

今言われたような点については、相当検討しておりますので、さっき言いました、財政課から説

明がありました耐震強化を含めて、早急にというふうに思います。 

 私もさきの、ついきょう月曜日でありますが、日曜日に東京、岡山のほうからの視察がござい

まして、私と商工観光課長同行して、会社を全部一巡をさしてもらい、もう私は五、六回ぐらい

一巡して見ておりますが、皆さんちょっと広すぎて利用がしにくいという点があると思います。 

 今言われたような、西棟と、若干課題が、時間がたち過ぎてるという点があると思います。あ

るいは、クリーンルームをどうするか、３階ぐらいになってましたり、そういうことの皆さんが

検討して、課題においてかえる。 

 私どもが今考えてるのは、高圧の問題とか、低圧の問題、いろんな問題があります。それから、

下水処理、循環装置でありますから、下水問題をどういうふうに解決するかということで、下水

工事を今、下のほうで行って、できるだけ早くつなぎ込みをしたい、そういうふうにいろいろ考

えておりますが、本格的には、７月中に全施設が搬出されるということでありますし、私も今年

１年間は十分検討さしていただいて、具体的に入居、そのほかっていうのは、難しいんではない

か、そういうふうに思っておりますんで、着実に今年度は調査、検討する中で、業者も９社、

１０社ぐらいありますが、具体的にお見えになったのは、３社、４社であります。 

 私は、ちょっとびっくりしております。土地、建物全て、くるみで移管できないかという話が

あったりしておりますので、ちょっと話が大き過ぎたりするんではないかなと思って、十分慎重

に対処したいと思います。 

 以上であります。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  給食センター等々については、検討課題ということで、この跡地
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の利用について、私が危惧しているところは、テキサスのほうも譲渡先をあれだけ１年、２年か

けて、探しても見つからず、廊下でもあれだけ広く、贅沢な建物を、棟単位でも借りてくれるよ

うな状況になればいいなとも思いますが、それもなかなか厳しいかと思いますので、何も利用し

ない状況の中で、維持管理費がかなりかかると思われますので、そこは何とか町民の皆さんの理

解が得られるような形で、できればその中で地元雇用、それから福祉の町とも言われております

ので、障がい者の雇用も視界に入れて、早期で方向を出していただくことをお願い申し上げ、Ｔ

Ｉ跡地の有効に付随した２点目の質問に移りたいと思います。 

 ２点目は維持管理について、本日は雇用の部分に限ってお聞きいたします。 

 日出町役場ではテキサスの工場跡地の管理及び連絡調整スタッフを非常勤職員として２名募集

されており、応募の締め切りが６月２日であったと思いますが、応募の状況と、仕事内容につい

ての詳細をお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  財政課長。 

○財政課長（川野 敏治君）  それでは、応募の状況についてまず申し上げたいと思います。 

 ６月２日の時点までで締め切った関係で、応募につきましては３２名ほど応募が出ております。 

 ただ、この中ではテキサスインスツルメンツ社のＯＢといいますか、施設の関係とかそういう

関係に携わった方以外も何人か出ていらっしゃいますので、今後、書類選考、それから最終的に

は面接等行って決めていくような形にしたいと考えておるところでございます。 

 仕事の内容につきましてでございますが、私どもの希望といたしましては、どうしてもこれか

ら当分の間維持管理を行っていく形になるわけでございますので、その中で、やはり施設に詳し

い職員を採用して通常の維持管理、それから異常時の対応、消防設備とか、緊急のときの対応を

どうすればよいかっちいうのが、まだはっきり把握できてない部分も多々ございます。 

 また、警報の確認、警報装置等につきましても、どういう仕組みでなっているかというのが最

終的なところまでは、まだ把握できてない部分がございます。そういう部分に関しまして、やは

り一番いいのは、工場のほうでそういう施設の仕事に携わっていただいた方がもし来ていただけ

るような形になれば、我々としたら一番望むところかなと思ってるところでございます。 

 それから、あと、これから利活用についていろいろ現在先ほど申し上げましたように、何社か

既に申し込みが来ております。そして、最終的には利活用が決定したら工場の中で活動するよう

な形になるわけでございますが、実際に貸し出しできる部分と、共有部分、これは明らかに区分

して管理していく必要があろうかと思います。 

 また、いろいろな連絡調整という形で、利活用するほうの方と、我々町のほうとやはり相談し

ながらやっていく部分もあろうかと思います。現地のほうで、そういう役目をやっていただく方

という者も必要になってくると思いますので、できればそういう役目も担っていただけるような
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方を、今回採用できればなと思っているところでございます。 

 大体、そういうところです。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  採用については、３２名ほどと、それでまだ確定されてないとい

うことなんですが、今、テキサスのほうで管理体制としては、夜勤も入れてやっているような状

況なので、私が一番心配しているのは、工場棟も含めた敷地内での事件、事故等が一番懸念され

ているわけなんで、その辺、当面工場棟は空の状態にしろ、事件、事故があってはなりませんし、

事故を未然に防ぐために、さっき課長のほうからもありましたが、停電時のトラブルとか、特に

消火設備等の法定点検も見落としのないように確認されていただきたいと思います。 

 それでは、最後の質問に移りたいと思います。 

 教育環境の整備という点で２点質問さしていただきます。 

 まず１点目は、平成１２年から私も５年ほど、ＰＴＡ活動をお手伝いさせていただきましたが、

確か、平成１３年だったと思いますが、給食の自動引き落としが始まり、いまだその当時とかわ

ってないと思われるのが、給食事務作業についてですが、その前にちょっと誤解が生じるといけ

ませんので、一言つけ加えておきたいと思いますが、この件については現職の先生から頼まれた

とかいう部分ではございませんで、給食費の自動引き落としというシステムが導入されて、私も

その時代に即したシステムであるということで賛同しましたが、その当時から給食事務作業につ

いては、学校の先生方が行う公務ではないと思いまして提案させていただいたこともございます。 

 教育環境を充実し、学校の先生方には、本文である教育に専念していただくということが成果

につながる近道とも考えますので、確かに教育の一貫として、食育も大きなウエートを占めると

思いますが、給食事務、また未納にかかる作業につきましては、教育と切り離して取り組むべき

であろうかと私は考えております。 

 そこでまた、給食費に関する事務作業についてどういう事務作業をやられているのかという内

容の説明と、他市町村の状況がわかればお願いいたします。 

○議長（熊谷 健作君）  教育総務課長、宇都宮敏樹君。 

○教育委員会教育総務課長（宇都宮敏樹君）  では、金元議員さんの御質問にお答えいたします。 

 まず、学校給食の口座振替の事務につきましては、学校の教頭先生が行っております。まず、

入学予定者の口座情報を新たに入力し、卒業された方については、消去していくというふうな事

務がございます。 

 それから、毎月の督促事務、それから口座不能の方の督促事務、から、そういう事務がござい

ます。 

 その事務につきましては、もっぱら教頭先生が行っている状況にございます。 
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 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  他の市町村の状況がわかれば、ちょっとそれもお願いいたします。 

○議長（熊谷 健作君）  教育総務課長。 

○教育委員会教育総務課長（宇都宮敏樹君）  済みません、失礼しました。 

 他の市町村でございますけども、杵築市、国東市のほうにつきましては、教頭先生がやはり同

じように行っているというふうにお聞きをしております。ただ、別府市のほうにつきましては、

別府市採用でありまして、若干の雇用は少し異なりますけども、非常勤、公務員をおきまして、

その事務を行わせておるというふうな状況をお聞きしております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  学校内の事務作業の仕事量ですが、かなり多いと思いますし、お

金を扱うわけですから、即時に処理を行っているというような状況だろうと思います。 

 私が知り得る限りでは、１８市町村のうち、１５市町村が非常勤職員さん等を雇用して、その

事務処理を行っているというような私の調べではございますが、日出町も本分の学校教育でいき

ますと、学力の面はかなり御努力されていい数字が出てると思いますので、もう少し学校の先生

方には、本分のほうに専念していただいて日出町も周りの市町村がやっているからというのでは

なく、他市町村がその体制が望ましいから、そういう体制になったのであろうと思いますので、

その辺、今現在教頭先生が処理している事務作業について、専属の担当者の設置をぜひ検討して

いただきたいと思いますが、その辺いかがお考えでしょうか、教育長、お願いいたします。 

○議長（熊谷 健作君）  教育長、西野智行君。 

○教育長（西野 智行君）  今の実態が、特に大きく出るのが、新学期始まってということになり

ます。 

 年間の事務量からすると、今が４、５、６と、大体トップシーズンになってくるというふうに

把握してるわけですが、そういった状況の中で、それから教頭先生の事務負担という部分です。

この実態等考えたときに、専属の給食事務にかかる方だけを配置するのが、果たして効率的なの

かというところも考えなければいけません。 

 その意味で、今、学校には町の職員という形で、公務員さんを配置してございます。この勤務

形態、今、非常勤から臨時職員という形に切りかえを行ってるとこでありますけども、これの今

状況の中で、効率的な人員の配置の観点からすれば、今の校務員の方々にも、そのへんのところ

の用務を補助していただくと。 

 これ、こと現金でございますので、やはり管理監督するのは、学校側という形で、本来校長で
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はあるんですが、教頭のほうがしっかりと指揮監督する中で、例えば現金の授受とか、そういっ

た事実的な行為について、常に教頭が保護者が現金を持ってくるのを待って、本来の学校の業務

がおろそかになるということがあってはなりませんから、そういった限りにおいて、校務員さん

との補完性で、していく方向を検討していきたいというふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  前向きな発言をいただいたと思いますので、ぜひ、スピード感を

持って、対処していただければと思いますし、合わせて未納問題につきましても検討していただ

きたいと思います。 

 続いて２点目ですが、学校の営繕作業、校内管理の草刈り等の作業についても、内容は一緒な

んですが、この作業についても内容と、他市町村の部分の状況がわかればお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  教育総務課長。 

○教育委員会教育総務課長（宇都宮敏樹君）  では、学校の営繕作業の分についてお答えをいたし

ます。 

 学校周辺の草刈り等につきましては、各学校の対応をお願いし、保護者などの協力によって実

施しているのが現状ではないかというふうに思っております。 

 他市町村のほうですが、特にこれについてお聞きした町村がありませんので、情報としては持

っておりません。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  この件につきましても、公務と切り離して望ましい体制を御検討

いただければと思いますが、この件につきましても、１８市町村で、ほとんどの市町村がシル

バー人材センターですとか、教育委員会から派遣された方ですとか、そういう形で、こういう作

業をやられておるようですので、その辺の調査を含めて前向きに御検討お願いいたしたいと思い

ます。 

 それで、最後はこういう話になりますと、総務財政という部分で、町長部局になろうかと思い

ますので、町長の御見解をお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  まず１点は、学校給食です。学校給食は十分御案内のとおり、これは個

人的なことも、保護者の負担経費でありまして、公金ではございません。 

 したがって、それぞれが校長先生を中心にしながら集めてというのが実態だろうと思います。 

 公金扱いをするかどうかという点が課題であります。どうしたらいいのか、私どもも町長にな
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ってから、随分内部では検討させていただいておりますが、なかなかそこまで行きついておりま

せん。 

 やはり、あくまで子供たちの経費を集合して集めて、その分について、管理運営費、水道光熱

費だとか、人件費とか、それは全部町の１億２千万くらいの負担をいたしておりますが、皆さん

方が、保護者が負担してるのがやっぱりそのくらいの金額になると思います。 

 そういうことで、これを公金扱いにしてどうすんのかという点は、今言われるようにどうした

らいいのか、もう少し検討して、場合によっては学校給食会とか、あるいはまた皆さん方で、管

理運営を、保護者の皆さんで若干助成していただいて管理していただくか、その辺の管理の仕方

はあると思います。 

 今１点の、学校管理であります。これは、学校または、教育委員会において、本来財産であり

ますから、管理すべきものだと思います。 

 したがって、保護者、家庭の皆さん方の御協力をいただくのはいいとしても、本来学校の管理

運営は教育委員会において管理すべきだろうと、予算の中ですべきだろうと、一部学校でできる

もんもあると思いますので、ＰＴＡや学校の皆さん方の協力を得ながらどうしていくかというこ

とであります。 

 いずれにしても、管理運営は校長先生にしっかりやっていただいて、予算はどうするかという

点があると思いますので、十分検討さしていただきたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ４番。 

○議員（４番 金元 正生君）  今、町長のほうからお話がございましたが、公金という部分につ

いては、県内でも２市２町ほど、もうやられているようところがあるようですが、前向きに検討

していただけるというふうな捉え方、私もしておりますので、このシステムが構築できて、さら

に学校の先生方が本分の教育に専念していただいて、成果を出すことによって、これが日出町の

売りにもつながり、子育て世代の定住者確保にも発展する可能性を秘めておりますので、早期の

対処をお願いして、対処していただきたいと思いますし、私も継続して今後ともウオッチしてま

いりますので、進捗等ございましたら、フィードバックもいただければと思います。 

 これで、私の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（熊谷 健作君）  ９番、工藤健次君。９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  ９番、工藤健次です。通告に従って一般質問を行います。 

 はじめに、農業施策についてお尋ねします。今、日本の農業はＴＰＰの問題等で大きくかわろ

うとしています。 

 政府も農業改革を加速し、農業委員会の権限縮小や、農業生産法人への出資制限を大幅に緩和
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させ、企業の資金やノウハウを活用し、攻めの農業への転換を図るなど、国内農業の強化に向け、

農業生産法人、農業委員会の改革を３点セットで断行すると打ち出しました。 

 大分県は、２０１１年から新規就農者を１千人ふやすなどの取り組みをしています。日出町の

農業も高齢化で後継者の不足や、農地の荒廃など課題が山積をしています。先ほど同僚議員の質

問の中にも出ましたので、まず町の農業について、どのように考えているか、簡潔に御答弁をい

ただきたい。 

 あとの質問は、質問席で行います。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長、岡野修二君。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  工藤健次議員の質問にお答えいたします。 

 農業の課題をどのように考えているかということでございますけれど、農業につきまして一番

問題になっているのは、農業従事者の高齢化、そして後継者不足、そして、もうかる農業という

のが実現できていない場合が多いと、そういうところが多いと、そういうところが大きな課題だ

と思っております。 

 実際の要因といたしましては、水田農業におきましては、やはり米価が下がっていると、また、

日出町の場合ですが、圃場条件が悪く、効率的な作業ができていないと、機械につきましては、

更新するのに費用がかかると、また、今耕作者が減少しておりまして、ため池や水路の管理がう

まくできていないと、その辺に問題があると思っております。 

 また、畑等、園芸作物につきましては、やはり収量や品質が天候によって左右される、それか

ら、燃油価格や飼料、資材等の価格が値上がりしてると、それから販売価格がやはり思う通りに

はいかないと、その辺に要因があると思っております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  農業問題については、時間もかかるし、いろいろ環境も変わって

きてるんで、なかなかすぐに政策を出したからっていって、すぐには進行していかないと思うん

ですけども。 

 それでは、２番目に、後継者不足の具体的な取り組みということで書いてるんですけども、先

ほど新規就農、県のほうは５年間で１千人ということで打ち出してまして、日出町の場合は、先

ほど同僚議員の質問の中にも出ましたけども、５年間で多分２０人ぐらいの新規就農者が出てる

と思うんですけども、自営でやってる方がどのくらいいるんか、それとも農業生産法人等に就職

をした方がどのくらいの割合でいるんか、ちょっとそこら辺をお聞かせいただきたい。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  先ほど、新規就農者、年度ごとに午前中の質問でお答えしてい
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ったわけでございますけど、２１年の２名入っている方は、それぞれ自分でやってると、そうい

う状況になります。 

 それから、２２年が７名だったわけでありますけれど、４名が自営でやっていて、３名が法人

への雇用という形でやっております。ですから２３年の２名につきましては、１名が自営で１名

が法人への雇用、それから２４年が９名だったわけですが、３名が自営で６名が法人への雇用と、

それから２５年が２名ですが、１名が自営で、１名が企業への雇用と、そういう状況であります。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  自営になかなかいくのが難しいし、最近、新聞の記事を読んでる

と、毎日のようにこの農業問題について記事が出てます。就農しても１５％ぐらいの人が離れて

いくと、そういう実態もあるんですけど、この就農した方のあと、どういうふうに行政のほうが

関わってるかというのをお聞きします。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  就農について、就農以前に研修資金とかあるんですが、そうい

うのを借りてる方につきましては、償還部分につきまして県と、町で補助をするとか、そういう

関わりを持っておりますし、そのほか、実際に県や農協と一緒になりまして、実際現地で実際の

営農状況を見せていただきながら、いろいろ助言指導を行うと、そういう形で関わってると、そ

ういう状況でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、ずっと関わっていってるということなんですけども、

日出のその就農した方、自営とかで、就農した方、離れた人は把握はしてないですか。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  就農した方の中で、うちが把握できてる範囲なんですが、１名

は当初は日出町でやっていたんですが、その後町外のほうに移って営農していると、そういう事

例がございます。 

 また、もう１名の方につきましては、農業大学校を出て、自分の家に戻ってやっていたんです

が、現在はもう農業を離れているとそういう状況も１件ございます。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、なかなか離れる人もいると思うんですけども、町独自

にこの就農対策で何か取り組んでることはありますか。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  町独自では、今農業、若い方では農業後継者の組織がございま
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すけれど、そこへの活動の支援補助金を出しているとか、それから、農業大学生等に対する奨学

金制度もございます。それから、先ほど申し上げましたが、就農前に研修期間を設けまして、そ

こで就農研修資金を借りていた方につきましては、償還に対しての補助を行ってると、そういう

状況でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  その件、あとのほうと関連するんで、その次の１次産業と６次産

業との連携ということで、３年ぐらい前でしたか、農協の加工所を補助金を出してつくったと思

うんですけども、その３年間のどういう過程で、今推移しているかということを、把握している

範囲で、御答弁いただきたい。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  お答えいたします。 

 ＪＡの加工施設につきましては、昨年でございます。昨年から稼働を行っているところでござ

います。加工施設の中で、実際つくっていますものがみそ、それからかりんとう、弁当、総菜、

それから乾燥野菜、野菜パウダー、果汁、ジャム、それからパン、それから漬物等、そういうも

のに取り組んでいると聞いております。 

 運営につきましては、ＪＡの女性部の方を２０名雇用しまして、パートという形で運営を行っ

ていると。 

 それから、昨年の年間売上高といたしましては約１,７００万円と、そのように把握をしてお

ります。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  しかし、農業問題は、ずっと環境を整えていくことが一番大事じ

ゃないかと思うんですけども、今多分、その加工所、原材料とかも、多分町内の農家の方のやつ

を１００％多分使ってると思うんですけど、そこは確認をしてますか。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  済いません、全て確認をできているわけではございませんが、

基本的には地元の食材を使っていると、そのように伺っております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  先ほども就農のところでも言ったんですけども、やはり補助金を

出した以上は、やはりずっとこう５年ぐらい最低は確認をしていって、また知らせるあれもある

んじゃないかと思うんですけども、それでは、もう一つ、その次の質問に行きます。 

 新規就農者や生産者の技術的な指導体制は、行政としてはどのようにかかわっているかという
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ことをお聞きします。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  栽培技術等の指導につきましては、やはり町としましては指導

する者もいませんので、基本的には県の技術指導員の方、今、東部振興局のほうが基本的には担

当になっておりまして、それぞれ作目ごとに担当がいますので、そういう方がこちらに来て指導

すると。また、農協関係者、農協への出荷者等につきましては、農協の指導員のほうが指導して

いるという状況にございます。 

 町といたしましても、全て任せっきりにするというわけではなくて、できるだけいろんな都合

がつけば、一緒に、県の方や農協の方と一緒になって現地に赴きながらいろんなお話を聞かせて

いただくと、そういうことをやっている状況でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、またもう一つ、その次の質問に行きますけども、関係

機関の、先ほど出たように、農協とかそういうところの連携体制がきちっとできてるかというこ

とを聞きたいんですけども。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  連携ということでございますけれど、基本的に新規就農者であ

りますとか、いろんな農業の相談事がやってくる場合がございます。そういう場合には、窓口と

いたしましては、日出町のほうがワンストップ窓口ということで、町のほうで一応最初にお受け

をすることにしております。 

 その後、その相談内容によりまして、必要な人材、県の方でありますとか、農協でありますと

か、そのほかいろんな金融の資金関係のところでありますとか、必要に応じまして、そういうと

ころを町のほうで集めまして、相談者と含めまして、そういう相談をすると、そういうような連

携をとっているところでございます。 

 そのほかにも、毎月１回、農協と町のほうで連絡会を設けるとか、あるいは県を含めてのいろ

んな会合を開くとか、そういうのをやっていると、そういう状況でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  先日、稲作部会のほうに総会に少し行ったんですけども、そのと

き、３年前に行ったときは、多分四百数十名の方が部会に入っていたと思うんですけども、昨年

ぐらいから農協に米を出さない人は一応外して、今６４名ぐらいの方しかいないということで話

を聞いてきたんですけども、そういう今までいた人をなかなか排除するんじゃなくて、こっちに

こう入って、組織に入ってもらって産地化するとか、そういうほうにいかないといけないという

ふうに私は思うんですけど、そこら辺は農林課長としてどう思いますか。 
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○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  おっしゃられるとおり、昨年の総会の際に、そのようになった

ように思っております。 

 農協関連の部会ですので、余りうちのほうでどうこうと言える立場ではないのかもしれません

けど、個人的に言わせていただければ、やはり議員のおっしゃるとおり、もっと幅広く農協に出

す方、出さない方もいらっしゃいます、それは、今販売につきましては自由化されております。 

 また、自給的農家ですね、もう自分のところで米を消費していくと、そういう農家もございま

すので、私の希望としては、やはり広く会員としておつき合いをしていくほうが望ましいのでは

ないかと思っております。その辺につきましては、また農協や関係者等いらっしゃいますので、

また御相談をさせていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  次の質問に関連してくるんですけど、次、生産者の所得向上対策

ということで、午前中も同僚議員の中から出たと思うんですけど、その産地化、先ほど言ったよ

うに、米の稲作の件を見てみると、やはり総会に来ている人も、ほとんど高齢者の方ばっかしで

したし、そこの規約の中を見ると、おいしいものをつくらないかんということで、そういう中に

目的があります。 

 農作物は、やはり安全で安心でおいしいものでないと、なかなか普及していかないと思うんで

すけど、所得向上対策について、今、考え、また取り組んでいることを、もう一回御答弁をいた

だきたい。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  現在の農業で、儲かる農業、どうすればもうかるかと、これ一

番の課題でありますし、難しい問題であります。 

 要するに、収入をふやし、経費をいかに減らすか、それにかかってくるわけでございますけれ

ど、なかなか今いいものをつくっても高く売れるとは限らないと、そういう状況でありますし、

経費につきましては、確実に上がっているとそういう状況であります。 

 そういう中で、やはり日出町として、どういう形で儲かる農業を目指すかといえば、やはり日

出町の強みというのを生かしていくと、これが必要ではないかと思っております。 

 例えば養鶏農家とか養豚農家とか、大分県を代表するようなところは自分でどんどんやってい

けると思います。あとは、昔から日出町は少量多品目でやっているところでございまして、いろ

んな直売所でありますとか、それから観光農園、そのほかいろんな形態の販売を行っていると。

やはり、そういうところをこれから先は少しでも生かしていくようなところに取り組んでいく必
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要があるのではないかと思っております。 

 そのほかにも、やはり日出町の中心となるキュウリでありますとか、トマトでありますとか、

ハウスミカンとかでありますとか、そういう日出町をこれまで牽引してきたそういう作物がござ

いますので、そういうものにつきましては、引き続き、さらに高く売れるよう経費を抑えられる

ような方策、具体的に今どうこうちゅうのは難しいとこがありますけど、少しでも消費者のニー

ズに合うような形で取り扱いをしていくと、そのようなところを観点にして取り組んでいきたい

と、そのように思っております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、その次、企業参入の現状と今後の取り組みということ

で書いてるんですけど、今、現状を企業で町内で取り組んでいるところがあったら、どのぐらい

の数で、その現状をお聞きします。 

○議長（熊谷 健作君）  農林水産課長。 

○農林水産課長（岡野 修二君）  済いません。企業ということで、どの範囲を企業で捉えるかと

いうのはいろいろあるわけですけど、現在、認定農業者で、先ほど８０経営体というお話をしま

したけど、そのうち１１の経営体が法人組織として取り組んでいるところでございます。 

 そのほか、日出町では、小規模ではありますけど、シロネギでありますとか、シイタケであり

ますとか、その辺で他産業から建設業とか、その辺から参入していると、そういう状況が、ちょ

っと正確な数字申し上げられませんけど、３例か４例はあると、そういう状況にございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  先ほどからテキサスの件が出てたんですけど、多分そういうとこ

ろにも、今何ていうんですか、野菜とかを工場でつくったりとか、そういう企業もたくさん出て

きてふえていってると思うんですけど、政策推進課長に企業、農業関係の会社とか、そういうあ

れは今のところなかったですか。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長、井川功一君。 

○政策推進課長（井川 功一君）  テキサスの希望会社の件だというふうに理解しますが、現在そ

ういう会社の申し込みは、現在あります。現状でございます。（「ありますと」と呼ぶ者あり） 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  今、課長のほうからあるということでお聞きしたんですけども、

多分そういう連携がいってないって思うんですけど、課長は御存じなかったですか、なかったで

すね。 

 で、町長、こういうところが多分問題じゃないかと思うんですけども、連携が、多分課をまた

がるとか、そういうところをずっと私今まで４年間いろいろチェックをして話をしてきたんです
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けども、そういう横の連携がなかなかうまくいってないんで、例えば、今言ったように課長はあ

ると。で、肝心な農林課長のほうは知らないと。やはり、そういう情報を共有していかないと、

なかなか跡地の利用もスムーズにいかないと思うんですけど、町長、どういうふうにお考えです

か。 

○議長（熊谷 健作君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  まだ知らないのが、私は当然と思っておりますが、ＴＩの関係、これは

もう余り公表しておりませんし、一部のとこで、あくまで申し込みがあったと。現地見たという

わけで、計画構想が出たというわけでもないんであります。野菜等のつくってみたいという会社

が、希望があると、こういうことで御理解いただきたいと思います。 

 日出町の中では、今一部で建設業の関係がシイタケをつくっておられたり、あるいはまた杵築

でお茶をされている方が日出町でまたお茶園を５ヘクタールぐらいやろうかとか、そういう企業

の参入は、若干ではありますが、大量ではないんで、私は非常に、今後とも連携を深めないとい

かんと思いますが、問題は各課ともお互いに今単独の業種関係というのは難しい。本当にいろん

な部にかかわりあいを持つというのは、議員言われるとおり、しっかり連携をとっていかなきゃ

ならんと思います。 

 注意してまいりたいと思いますが、日出町の農業の中で、小規模であるとかいうのは、いろん

なお話がさっきから出ておりますが、日出町だけで農業をしっかりやっていこうということにつ

いて、非常に難しい、客観的行政が私はあるんではないかなと、そういうふうに経営規模が小さ

いであるとか、高齢化しているとか、そういうことでありますから、私は一番大きい課題は、町

の中に農業関係の専門家、県は野菜、果樹とか畜産とか、いろんな業種ごとに専門家が、今いま

す。 

 しかし、日出町の場合は、なかなか農業をやっているから農業関係ということにはならんと思

います。やっぱり、専門職種でしっかり取り組んでいくと、こういうことが必要だと思います。

これは、常日頃、私も担当課に言っておりますが、そういうことを注意しながら、町の職員が率

先垂範して、やっぱり農業の振興に当たれるような体制も同時に必要だと私は痛感しております

ので、きょうから、午前中からいろんなお話を承っておりますので、今後とも努力させていただ

きたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  日出の暘谷高校にも農業科があって、そういう、今、農学の学校

も少なくなってきている中で、日出の中にもあると。で、そういう環境もあるんで、ぜひ、この

農業の問題については関係する課とか、そういうところは連携をとって、先ほど政策推進のほう

にそういう話があったということであれば、やはり農林課のほうに連絡をして、また現場を見に



- 75 - 

いくというような状況になったときには、やはり農林課長も行って、やはりそういう話を聞いて、

また、そこで決まらなくても、またそういう関係の会社が来ないとも限らないので、やはりいつ

もそういう連携を取り合っておかないと、片方だけで進んでいくと、結局なる話もならなかった

り、そういうことにつながっていくと思うんで、ここら辺がずっと私は弱い部分があると思うん

で、ぜひそこら辺をしっかりやっていただきたいと思うんですけども。 

 この会議とか、そういうことは定期的に、これ農業問題だけではないんですけど、特にこの農

業問題、今大変問題になっているんで、ここら辺をどういうふうに考えますか。副町長に、ちょ

っとお聞きをしたいんですけども。 

○議長（熊谷 健作君）  副町長、今宮禮二君。 

○副町長（今宮 禮二君）  大変貴重な御指摘をいただいたというふうに考えております。 

 農業の振興対策に基づいて、各課の連携が非常に希薄じゃないかという御指摘、大変私としま

して耳の痛い御指摘でございまして、今後、慎重に、もう一つ掘り下げて、そういう各課の連携

をつくりながら、農業問題だけではなくて、町政全般の推進に当たっていきたいというふうに考

えております。大変貴重な御指摘ありがとうございました。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、課題のある農業について、深くはないんですけどもい

ろいろ質問してきました。今、最後に副町長が各課の連携をとってしかりやっていくという答弁

でしたので、各課連携をとって、しっかりこの農業問題、いろいろ多分難しい面がたくさんある

んですけど、環境を整えないと、なかなか新規就農も来る人もいないし、このまま放って、この

まま行くわけにはいかない問題なんで、ぜひ産地化になるような品目とかそういうのもしっかり

あれして、後継者が育つような環境をつくっていただきたいと思います。 

 それでは、もう一つ、次の質問に移ります。 

 次は、少子化対策についてです。この件も、大分県も子育て満足度日本一を目指しており、日

出町もいろんな対策を行っていることと思います。少子化対策は、町にとっても何よりも優先す

べき問題だと思います。各自治体の独自の取り組みが重要になってくると思いますが、少子化の

現状と課題に対する考えを先にお聞かせください。 

○議長（熊谷 健作君）  福祉対策課長。原田秀正君 

○福祉対策課長（原田 秀正君）  少子化対策についてという工藤健次議員の御質問でありますけ

ども、私、福祉対策課のほうから子育て支援の面から見た、でお答えをしたいと思います。 

 まず、出生数で見てみますと、日出町の昨年の平成２５年度が２４６人、２４年度が２３７人、

２３年度が２６０人で、ここ数年２４０人から２７０人の間で増減を繰り返しておる状況であり

ます。死亡数から出生数を引いた人口の自然減でありますけども、昨年は６２人ということで、
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年々増加傾向にあるということで、自然減がふえているという状況にあります。 

 また、日出町の合計特殊出生率を見てみますと、平成２０年度から２４年の平均で１.５５人とい

うことで、人口の維持に必要な合計特殊出生率２.０８を下回っておるという状況になっており

ます。少子化は確実に進行しておりますが、その原因は晩婚化や未婚化が大きな要因と言われて

おります。 

 少子化対策は最大の課題であり、長期的な展望に立って施策が必要であるというふうに考えて

おります。国の抜本的な対策に加えまして、出産・子育て対策とあわせまして、地域の産業振興

などによりまして、転出を食いとめていくことが課題ではなかろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  先日、新聞でしたか報道でしたか見てたんですけども、国のほう

は社会保障費のうちの７０％が高齢者、あと子供向けは４％という多分数字が出てたと思うんで

すけど、うちの場合はどういう比率でなってますか。そこら辺、その点は。 

○議長（熊谷 健作君）  福祉対策課長。 

○福祉対策課長（原田 秀正君）  日出町の福祉対策課の予算、子育て支援、障がい、あわせまし

てですけども約２０億円、福祉、障がい、生活弱者対策に約２０億円の予算支出をしております。

一般予算の九十何億のうちの２０億円ということで、大変な大きな支出である、割合であるとは

思っております。 

○議長（熊谷 健作君）  いや、答弁漏れやろ。割合、（「少子化は……」と呼ぶ者あり）割合ち

ゅうんで。 

○議員（９番 工藤 健次君）  割合を聞いたんですけども。（発言する者あり）全体の数字なん

ですけど。 

○福祉対策課長（原田 秀正君）  子育て支援に関する割合ですか。（「比率はどのくらい」と呼

ぶ者あり）ちょっと今、その割合については、ちょっと数字、今手元にないんで、また後でお教

えしたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、日出町だけで独自にしている取り組みは何かあります

か。子育て支援。 

○議長（熊谷 健作君）  福祉対策課長。 

○福祉対策課長（原田 秀正君）  子育て支援につきましては、全国、県下、市町村どこも同じよ

うな施策をしているところでありますけども、日出町独自というのは、なかなかこれといってと

いうのはないんでありますけども、今年度から任意予防接種の一部負担金を助成するようにいた
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しましたし、昨年度は５歳児の相談会を実施するようにいたしまして、子育てするお母さん方の

不安を少しでも解消しようということで、それが日出町独自といえば新規事業ということで、独

自ということにはなりませんけども着手いたしました。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  けさもちょうどニュースで朝見たんですけど、ホームスタートっ

てわかりますか、これはやってる、やってないですか、日出は入ってないところに入っているん

ですかね。 

○議長（熊谷 健作君）  福祉対策課長。 

○福祉対策課長（原田 秀正君）  ホームスタート事業は、なかなか実施主体が困難な状況であり

ますので、実施できるように努力はしておりますけども、ホームスタートまではいかないんです

が、家庭に入ってちょっと手伝うと、そして、その会員の登録をしていただいて、そういう要望

があれば家庭内に入って子育ての支援をするというのはしております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  たまたまけさ、ニュースで、ちょうどけさ見たんですけども、ま

だ８市がスタートを始めてないと。きょうは、臼杵と何か佐伯市ですか、今年度から始めたとい

うニュースが流れていたんですけども、ぜひ早く取り組んでいただきたいと思います。 

 それでは、その次の認定こども園、これも来年から、２７年からですか、そういうあれになっ

てくると思うんですけど、今、町の現状はどういうふうになっているか。また、取り組みはどう

されてるかということをお聞きします。 

○議長（熊谷 健作君）  福祉対策課長。 

○福祉対策課長（原田 秀正君）  認定こども園の取り組みの状況でありますけども、現在、私立

の聖武幼稚園さんが認定保育園に昨年度からなっております。 

 平成２７年度から、子ども子育て支援法の本格施行に向けまして、町内の認可保育園に対しま

して、認定こども園の移行を含めた新制度の説明会を今逐次やっているところであります。新制

度のスムーズな移行につきまして、理解を深めていただいているところであります。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  なかなか難しい問題と思うんですけども、これも、そういう私立

だけではなくて、町内にある保育園、取り組むところが出てくると思うんですけども、その部分

についての指導とか、そういう部分はしっかりやっていただきたいと思うんですけど、いかがで

すか。 

○議長（熊谷 健作君）  福祉対策課長。 
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○福祉対策課長（原田 秀正君）  国の認定こども園化については国の方針でもありますし、県・

町といたしましても認定こども園化については強く指導をしていきたいというふうに思っており

ます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、その次の質問ですけども、婚活の現状と今後の取り組

みということでお聞きしますけども、もう２年ぐらいになるんですかね、スタートして。で、こ

の２年間の、簡単でいいんですけど、どういう推移でしているかということをお聞きします。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  それでは、当課のほうが婚活事業を行っておりますので、御回

答をさせていただきたいと思います。 

 平成２４年度より日出町出会い応援事業を始めさせていただきました。まず、婚活の現状でご

ざいますが、これまで２年間でカップリングパーティーを８回、アルコールつきの交流会を１回

開催をさせていいただいておるところでございます。 

 パーティーは、大分市にありますおおいた出会い応援センターと連携しながら、男女それぞれ

１６名が参加して行う食事つきのパーティーでございます。これまでの申し込み者数は、延べで

４７１名、３３組のカップルが成立しておるところでございます。そのうち１組から結婚の報告

をいただいております。 

 また、パーティーに開催前の時間を利用いたしまして、昨年度でございますが、男女１回ずつ

のミニ婚活のセミナーを開催させた経過がございます。 

 それから、昨年度初めて行いましたアルコールつきの交流会でございますが、男性３４名、女

性３５名の６９名が参加しまして、６組のカップルが成立したということでございます。 

 今後の取り組みについてでございますが、この事業を開始しました時点で、県内の自治体が行

っております婚活事業は数市町村しかございませんでした。しかし、現在では、多くの自治体が

こういう婚活事業をやっておりますし、また、民間団体も多くこの事業を行っているのが現状で

ございます。いかに日出町の独自の日出町らしい婚活事業を行うかということを、今内部で検討

をさせていただいておりますし、より多くのカップルが成立するように努力をしていかないとい

けないというふうに思っております。イベントの内容についても、今後検討をしていきたいとい

うふうに考えております。 

 今年度から、婚活支援事業、これを充実したいということで、２つほど考えております。一つ

は、民間企業やＮＰＯや個人等が、民間の方が独自で行う婚活イベント、このイベントに対して

開催経費を一部助成しましょうということでございます。 

 それから、もう一つは、仲人のような方々に結婚相談に乗ってもらう婚活支援制度、町内に居



- 79 - 

住する方に仲人的な──婚活サポーター的なものですが、を登録してもらいまして、婚活に対す

る出会いを応援してもらう制度でございます。縁があって、最後まで、御結婚まで仲をとってい

ただければお礼を差し上げるというようなことも考えたいというふうに考えているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  その民間の団体って町内に幾つあるんですか。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  ただいま、昨年度から町内の事業所等におきまして、婚活の世

話人という方を募集させていただいているところでございます。保育所、それから大きな事業所、

それから金融機関等々が登録をしていただいているところでございます。正確にはちょっと今あ

れなんですが、約３０団体ぐらいはあったというふうに思っております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  今ちょっと何か質問が違うかった、回答が違うかったんじゃない

ですか。 

 民間のそういう婚活をしている団体の数を聞いたんですけど。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  町内で婚活事業を行っている団体というか企業が１社ほどある

というのは理解しているところでございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  行政がやっていくのもあれなんですけども、１つある、その民間

の、やはり団体をしっかりサポートしてやっていったらいかがかなと思うんですけども、行政が

ずっと２年間やってきて、なかなか結婚までまだ１組しかいってないんで、やはりもっと民間の

そういうグループをもっとしっかりサポートする考えは、先ほど言ったけども、それ以上にない

ですか。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  企業のほうが行う婚活につきましては、かなり企業的な特色が

ある催し物等もやっているのが現状でございます。いかに行政が行う婚活がどこまでできるのか、

そういう点もございますので、企業が行っている事業に支障を来さんように行政と婚活業もやっ

ていきたいというふうに考えておるところでございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  きのうもちょっと知り合いの人に言われたんですけど、なかなか
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ＰＲが不足しているんじゃないかという話があったんですけども、「行政がそんなことしてるの

を知らんかった」と、こういう人もいるんですけど、そのＰＲ不足の面についてはどういうふう

にお考えですか。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  ＰＲ不足という御指摘でございますが、ホームページ、それか

らフェイスブック、それから町報等にも記載をさせていただいているところでございますが、た

だいまの周知徹底ということについては、まだ不足分があるというように理解しておりますので、

その辺については、今後検討させていただきたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、そこをしっかりやっていただきたいと思います。 

 その次、最後ですね、関係団体や関係各課との連携体制ということで、先ほどの農政のところ

でも出ましたけども、この部分についても政策推進だけじゃなくて、福祉対策課も関係する課が

２つも３つもあると思うんですけど、同じような質問になりますけど、ここをしっかりやってい

かないと、なかなか大胆な工夫とか、そういうところが出てこないと思うんですけど、この点に

ついてどのようにお考えですか。 

○議長（熊谷 健作君）  政策推進課長。 

○政策推進課長（井川 功一君）  まず、関係各課との連携についてお答えをさせていただきたい

と思います。 

 まず、少子化対策につながるというように思いますが、定住化の人口の増加策につきまして、

昨年度、関係各課が集まって協議をした経過がございます。 

 内容につきましては、安心安全な子育てをつくる環境づくり、それから企業誘致や大型商業施

設の誘致、それから道路網の整備、それから優良な宅地供給、それから教育に関すること等々の

定住人口増加策について協議をした経過がございます。 

 この協議の結果、今年度から政策推進課で行っております住宅の報奨金制度、それから子育て

世帯の移住報奨金制度、それから福祉対策課から、先ほどありましたけども、任意予防接種助成

事業等々が生まれたというふうに思っております。 

 今後とも、横の連携、これを築きながら、各種施策について検討してまいりたいというふうに

は思っております。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、その各課の連携を、さっきも出たんですけども、しっ

かりとやっていただきたいんですけど、町長、どうもこのさっき言ったように、連携とかそうい

うところが本当弱いって、私はずっと感じているんですけど、ここをうまく機能させるには、ど
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ういうふうにお考えですか。 

○議長（熊谷 健作君）  町長。 

○町長（工藤 義見君）  まさに、今、仲人がなくなった時代であります。そしてまた、若い人た

ちも孤立しております。ですから、多くの皆さんに仲間に入っていただいてお世話をする、町を

挙げて、情報がなかなか個人情報でありますから、つかみにくい面があります。 

 また、個人情報を非常に乱用しても本人に御迷惑をかけてもいかんわけでありますから、十分

気をつけながら、多くの人たちが結婚の機会のない人たちに結婚の機会を提供するということで

は、やっぱり町民運動的にやっていかないといかんと思います。 

 したがって、多くのイベント、事業が町内で行われております。そういうのは、いろいろと、

あるとこは福祉対策課だとか、政策推進課というんじゃなくて、いろんな事業の中に婚活事業も

入れていくと。農業の面でも商工の面でも、あるいはいろんな団体があります。 

 ですから、そういうことをやっぱりお互いに連携、今言われるとおり連携をしながら、なかな

か今の若い人たちは表に出ていこうとしないというようなことがあったり、１回や２回で、ちょ

っと押してもなかなか動きそうにないと。いろんな事情を考えると、挙げてひとつ皆さん方に協

力していただいて、そういうことに関心を持っていただいて、１人でも、１組でも２組でも結び

つけていって実績を重ねていくと。これが、一番私は重要だろうと思います。 

 ですから、婚活事業が、今政策推進課言いましたが、日出町の全事業の中で積極的行うように

と、私は各課に言っておりますが、そういうことを連携を深めながら頑張ってまいりたいと思い

ます。 

 問題は、１組ぐらいじゃどうもなりません。２年、３年かかってそういうことでは、かなり多

くの人たちに、そういう機会があって、また幸せになっていただきたいという思いは、私ども皆

同じであります。つい、いろんな会議でも、私がお世話しますよという方はたくさんいるんで、

一日も早く委嘱状等差し上げて活躍できるような体制に持っていきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

○議長（熊谷 健作君）  ９番。 

○議員（９番 工藤 健次君）  それでは、最後に町長の答弁を聞いたんで、これから先、しっか

りやっていただきたいと思います。 

 最初に言ったように、やはり子供、今、推移は余り変わらないんですけど、亡くなる方がふえ

てくると、だんだん人口も、午前中からも出てましたけども、３万人にいくには、なかなか厳し

くなってくるんで、雇用環境とか、それから子育ての環境とか、そういう環境の整備をしていか

ないと、なかなか住みよい町にはならないと思うんですけども。 

 それから、また協働支援も出したし、協働のまちづくりなんで、できるだけ町民の方と協働で、
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しっかり３万人を目指してやっていただきたいと思います。 

 これで、私の質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（熊谷 健作君）  ６番、岩尾幸六君。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  ６番、岩尾です。私も今回初めての一般質問となります。非常に

緊張しておりますが、御回答よろしくお願いいたします。 

 通告に従いまして、３点ほど質問を行います。 

 まず最初は、本日の冒頭にありました岡山議員も質問で挙げましたけども、防災組織の問題に

ついてお聞きいたします。 

 私どもの年代になりますと、阪神大震災、それから２０１１年３月に起きました東日本大震災

は記憶に新しいとこであります。それから、東日本大震災では、地震と津波の被害で１万

８,７００名という多くの方々が犠牲になりました。このことに関しましては、３年たった現在

も報道等を通して忘れることなく耳にするところでございます。今後３０年以内に６０％の割合

で発生すると言われている南海トラフ地震の対応について、何点か質問を行いたいと思います。 

 まず最初の質問ですが、今後発生すると言われる南海トラフ地震で、我々日出町が受ける被害

はどれくらいを想定しているかお聞きいたします。 

 次の質問からは、質問席から行います。よろしくお願いします。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長、村井栄一君。 

○総務課長（村井 栄一君）  岩尾議員の御質問にお答えします。 

 南海トラフ巨大大地震が発生した際の日出町における被害想定ですが、平成２４年度に大分県

が行った地震津波被害想定調査によりますと、地震発生から１時間４８分後に最大５.０１メート

ルの津波が押し寄せ、人的被害は、一番被害の大きい冬の朝の５時で計算した場合、死者数が

１７２人、重傷者が１０４人、中傷者が２０２人と想定されております。 

 建物被害の想定は、全壊・焼失は３８６棟、半壊が６６４棟、床上浸水が４２４棟、床下浸水

が１４９棟となっております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  今、家屋と犠牲者数とありましたけども、橋や道路の崩壊のほう

に関しましては、何か情報はありますか。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  大変申しわけないんですが、橋や道路の想定は、今、数字はちょっ

とお持ちしてないんで、また後で御報告したいと思います。 
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○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  ただいま課長から説明がありましたように、やっぱし南海トラフ

大地震が来られますと、地震震度それから津波で我が町も大きな多大なる損害が発生するという

ふうにも想定されています。 

 これらの被害を最小限に抑えるための役割が行政の役割だと、私自身は思っております。この

災害が万が一発生した場合、復旧に対してどれくらいの費用がかかるというふうに試算をしてお

りますか。お聞き願います。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  災害が発生した時点の復旧の費用ですが、その部分につきましても

大変申しわけないんですが、その分につきましても今現在数字を持っておりませんので、後で調

べて報告したいと思います。済いません。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  済いません、それでは、この辺、ただいまの質問に関しても後日、

返答をお願いしたいと思います。 

 先ほど、津波が１０８分後に５.１メートル発生するということですね。その間に死者が

１７２名と言われましたけども、やっぱり湾岸部が中心になるかと思います。この湾岸部にでも、

どの辺の地域が一番被害が想定が大きいのか、この辺を想定があればお聞きしたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  お答えします。 

 湾岸部といいますと、町内で防災マップを配布しておりますが、湾岸部、豊岡のロイヤルから

下がずっと浸水域が入っております。被害の大きいとこは、先ほど岡山議員さんの中でも報告し

ましたが、２５地区が浸水域になっております。その部分がほとんど被害になっておりますが、

地震につきましては、内陸部等のがけ崩れ等も入ってきますので、若干その部分は変わってくる

と思いますが、浸水域で被害が大きい部分につきましては、湾岸部２５地区の湾岸に面してる各

自治区の被害が大きいんではなかろうかと考えているところであります。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  この湾岸部２５地区ですね、先ほど防災無線設置が２５基という

ふうに、岡山議員のときの報告にもありましたけども、それとこの２５というのは一致してます

でしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  今現在に２５基設定してるんですが、最終的に４１基計画をしてお

りますが、湾岸部の区域から、今順次やっておりますので、今現在終わっているところは、湾岸
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部はもうほとんど終わってる状況であります。今、あと内部に１７基、今年度を含めてやってい

くようにしておりますので、湾岸部は率先して優先順位が高いので、そちらから整備をしている

状況であります。 

 ２５地区は、ほとんど今の中で、全てじゃないですけど、湾岸部を優先しながら放送灯をつく

っておるという状況であります。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  そういうことで、やっぱり湾岸部、一番津波の危険もあるとかと

思いますので、防災無線の設置は、やっぱり優先が高いと私どもも思っております。 

 ちなみに、今後のこの防砂無線の設置状況、どのように今後活用していくか、この辺をお聞き

したいんですが。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  防災無線につきましては、２５年度まで２５基、１億ほどかけてや

ってきたんですが、役場を中心に、災害が起こった段階で、国の自動警報装置が入った段階で防

災無線に連動しながら各地区にお知らせするのと、あと地区でも防災無線を地区のほうで、そこ

だけ起こった段階で、そこだけの放送もできますので、そういう部分も活用しながら、いろんな

使い方がありますので、その部分はいろんな部分でまた自治区、大変あれなんですが、防災士さ

んとか自治区長さん方にお願いしながら、防災無線の取り扱い説明をしながら、地区のほうのい

ろんな、例えば防災訓練の中でも使っていただきたいし、いろんな連携した防災訓練の中でもそ

ういう部分を使っていって、単に設置だけじゃなくて、今、うちのほうもいろんな情報等をその

防災無線の中で流しております。お昼と５時の防災無線の点検を含めて音楽も流しておりますし、

選挙とか、あといろんな行事があれば、その中で流しておりますので、自治区の中でそういう行

事等があれば、ぜひ、いつもその防災無線を使っていただきながら、防災無線を有効活用してい

ただきたいと思っているところであります。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  ただいま無線の活用に関しては、地区でもいろんな行事に使って

いただきたいと言われてましたけども、やはりその辺の情報を知らない地区もあるかと思うんで

す。この辺の説明も、今後、各地区の防災関係者に広めていただきたいというふうに思います。 

 それから、一番最初に、やっぱり私の耳にしたのが、今２回、１２時と５時に試作のために、

今、音楽が鳴っているんですけども、余りにも設置した近隣の方が非常に迷惑を受けているとい

うことが一つですね。 

 それから、ことし３月１４日に震度４の地震がございましたけども、あのときも緊急無線が入
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りました。その無線の解析、声が割れて全然聞こえないという声もありましたんで、その辺、ど

のように今後変えていくか、もし計画があればお聞きしたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  確かに、防災無線でうちのほうが設置した段階で、結構苦情とかも

来ているとこがあります。夜勤等で帰って寝ているときに、例えば選挙広報とか、あとサイレン、

チャイムが鳴ったりして寝られないとか、住宅の近くの方は、そういうあれがあるんですが、そ

のときは、そういうとこが出たところに関しては、またスピーカーの方向を若干変えたりとか、

そういう方向を、今、検討しているところであります。 

 そして、この前、国東沖で震度４の地震があった段階については、防災無線の一斉警報が鳴っ

たんですが、確かに音が割れてとか、夜中でいろんな部分があって、そういう放送、今、不具合

等が出ている分については、委託して調整をずっとやっておりますので、電波の状況が天候によ

ったら、かなりこの電波の状況が乱れたりして鳴らないときがあったりするわけです。 

 本器を役場のほうに設置しておりまして、そこから一斉に流すようにしているんですが、なか

なか気象状況とか、いろんな部分によって、きょうは鳴らなかったというのを地元から連絡を受

けたときに、うちは、もうすぐ業者のほうにお願いして、調整行ってもらってやっておりますの

で、本番のときにこういうことがあると一番困りますので、音楽とか流しながら、テスト放送と

かしながら、その部分で調整をやっているところですが、全て災害時に鳴るのが当たり前のこと

なんですが、その部分で、先ほど言われるように苦情等が入っている部分につきましては、何と

かうちのほうが御理解をお願いしている状況であります。何とか、その防災無線の近くの方は、

いろんなやかましい音がするということで苦情が入るんですが、その辺は御理解をお願いしなが

ら順次設置しておりますので、御協力をお願いしたいと思っているところであります。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  我が町日出町は幸いにして、ゲリラ豪雨とか台風災害も少ないで

す。だから、被害に対する、やっぱり認識というのは、町民の皆さん、少し低いんではなかろう

かなと。やはり、この防災無線、この辺を通じて、いかに災害の恐ろしさ、そういうときの敏速

な行動をどのようにとればいいか、やっぱりこれは、今後、行政として進めていっていただきた

いというふうに感じております。やっぱり防災組織というものを立ち上げられて動いているんで

すけども、その中で、やはり訓練、こういうところが重要になってくると思っています。 

 ただいま日出町では、防災士をかなりふやしていくと。で、現在１２５名ですか、いらして、

ことしに６０名ほど育成していくというふうに、冒頭の岡山議員のところでもありましたけども、

じゃ、日出町全体で、これ適正な防災士というのは何名ぐらいが必要なのか、何名を設定してや
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っていくのかというところをお聞きしたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  先ほど、岡山議員の回答の中で１２５人ということで、本年度

６０人程度を予定しているということで御回答を申し上げたんですが、防災士は何人が適当であ

るかというのは、うちのほうは、５人がおれば５人が一番いいんでしょう、３人がいいのかって、

その辺はしてないんですが、せめて、最低一つの行政区には最低１人の防災士をお願いしたいと

いうことでやっております。 

 多い地区については、３人、４人いらっしゃるところもありますし、現在、町内で一人も防災

士がいない地区が１３地区ございます。今年度６０人計画している中につきましては、ぜひその

１３地区の中から、区長さんでも結構ですし、地域の後継者の方でも結構ですし、何とかその

１３地区の中に防災士を育成して、全地区に張りつけて、防災士がいるから大丈夫だということ

はないんですが、防災士さんをつけて自治区の避難訓練とか、自治区の防災意識の高揚を図って

いきたいと思っておりますので、自治区に何人おればいいというのは、もちろん、今そこまでは

考えてないんですが、できるだけ多くの方を町内で防災士を育成しながら、防災士さんだけでは、

なかなか自治区の訓練等もうまくいきませんので、当然区長さんが、区にはトップの区長さんが

いらっしゃいます、町のほうから委嘱している区長さんがおりますので、区長さんを中心に防災

士さんと協力しながら、防災活動に取り組んでもらいたいと思っております。 

 確かに議員さんの言われるように、日出町は災害が少ない町でありまして、北部豪雨の中に、

起きました中にも日出町はほとんど災害が起こっていない状況であります。その中で、町民の方

がかなり防災意識が、要するに他町村に比べて低かったのは確かだと思います。行政自体もなか

なか災害には手をああしてたとこがあったんですが、３・１１を契機に町としても防災無線の多

くのお金をかけてやっているとこでもありますし、最終的に防災無線ができ上がれば２億弱ぐら

いの予算を打ち込んで、防災に力を入れているところでありますので、今後、防災士の育成とか、

地区の自主防災組織を活性化しながら防災訓練等をして、住民の防災意識の高揚に図っていきた

いと考えているところであります。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  防災士、やっぱり地区で最低１名というふうにおっしゃられてま

したけども、やはり地区で１名だったら７７名ぐらいでいいんですね。ですけども、やっぱり大

きな地区、いろんなところがありますので、やっぱり３名なり４名なり、そうすると、今現在

１２５名いらっしゃいますので、割りますと１.２名近くの方が各地区にいることになります。 

 それで、やっぱりことし、またさらに６０名、来年また何十名ということであると、結構予算
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がかかると思うんです。これが町のほうが助成して受けさせるんです。やはりある程度目標を持

って細かな、例えば、私は内野出身なんですけども、内野みたいに多いとこで最低何名とか、そ

れで計算して、ある程度防災士の数もコントロールしていけばいいんじゃないかなというふうに

思っています。 

 それから、防災士の皆さん方の権限の譲渡ですね。どれくらい今後メインで、地区で活動して

いっていただけないといけないと思うんですけれども、どれくらいの権限を与えているか、この

辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  防災士に権限というのは、うちのは町のほうでは防災士の権限とい

うのは、もう一切しておりません。 

 防災士につきましては、任意団体で町のほうが音頭をとって、防災士さんの自主組織でありま

す日出町防災士会というのを立ち上げましたが、町として、防災士にこういう権限を渡すという、

そういうのはありませんし、防災士さんのうちからのお願いについては、各地区で防災訓練等防

災の意識高揚を図ってもらうのと、区長さんと連携をとりながら自分とこの、当然共助ですが、

自分とこの区の災害に対しては自分なんかが、例えば避難路とか避難所とか、そういうところの

指導をしていただきたいということでしておりますので、町として防災士さんにいろんな権限と

いうのは渡しておりませんので、その辺はよろしくお願いします。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  ただいまの質問の中で、やっぱり防災士会が立ち上がって、それ

と地区のですね。地区に関しましては、自主防災組織というのが、やっぱり今後の避難訓練だと

かいうところで活躍するというふうに思ってますけども、その辺の自主防災組織と、まず行政で

すね、自主防災組織の役割と行政のかかわりというのがどういうふうになっているか、御説明願

いたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  自主防災組織は、町内７７自治区に全てつくっていただいておりま

すが、残念ながら組織はつくったものの、なかなか形だけ、当然、会長さんは区長さんがなられ

て、あと各班については、班長さんが名前を入れられてやってるところもありますし、中には、

例えば海岸線の中で夜間避難訓練したり、いろんな部分でやっているところもありますし、かな

り温度差があるわけですが、町といたしましても自主防災組織にいろんな防災用品の購入等に関

して、町の助成金制度もつくっておりますし、その中でぜひとも自主防災組織の活性化を図って

いただきたいということで、それの一環が防災士さんになろうかと思うんですが、防災士さんが

自主防災組織の中に入って、防災アドバイザー的なことをやっていただいて、自主防災組織の活
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性化と、あと地元の防災の意識の高揚に図っていただきたいと思っているところであります。 

 行政のかかわりといたしましても、行政のほうから、例えば自治区のほうで、そういう防災の

勉強会とか研修会をしたということであれば、うちのほうから、ぜひ積極的に講師を派遣したり、

そういうことをやっていきたいと思っております。ぜひ、そういう部分に区長さん方にお願いし

ながらやっているところでありますが、なかなか今現在、先ほども言いましたが、熱の高いとこ

と低いとこでかなり温度差がありまして、頑張ってもらいたいと思っているところであります。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  私も自主防災の組織が避難訓練とか、詳しく徹底してやるのが一

番いいと思っております。 

 ただし、この防災に関しての避難訓練とか救助訓練とかいうやつは、本当に生かさなきゃいけ

ないんですね。そういうふうに、各企業も年に最低１回は訓練という形でやっております。で、

ああいう東北沖地震みたいに、ああいう大きな地震があるときに、本当に年一回の対策で、本当

に住民の皆さん、それから役場の関係の方も防災訓練をやるようになってるんですけども、年

１回で、それが果たして身につくだろうかというとこなんですね。だから、この辺の頻度も、や

っぱり町政が少しかかわりを持っていただいて、やはり２度なり３度なり、年二、三回はやるよ

うな指導をしていただきたいというように思っております。 

 もう一つは、やはり訓練の積み重ねと、先ほども私申しましたように、大事だと思っています。

東北沖大地震の震災後に、どこの保育園だったか幼稚園だったか、ちょっとはっきり覚えてない

んですけども、毎日毎日避難訓練を行って、小さい子供が、本当に有事の際に、自分の体でしみ

ついてて、で、自分自身で、やっぱし小さい子供でも避難できるというふうな活動をしている園

も報道されました。 

 日出町で、この保育園とか幼稚園、小学校、中学校もそうなんですけども、そういう避難訓練

に対する指導というふうなのは、どのように行っているかお聞きしたいんですけども。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  避難訓練に対する指導、御指摘なんですが、町といたしましても訓

練等、今、ことし、去年ぐらいから湾岸部にかけてやっているんですが、中には避難訓練以外の

団地等も炊き出し訓練とかをやってる状況がありますし、その中で町として協力とか指導できる

分については協力しながら、当然、消防団とか警察署、消防署、御協力を得ながらやっていって

おりますので、なかなか子供段階の避難訓練までは今のところいってない、自治区の中で訓練し

た中にお子さんが参加されて逃げてるというのは状況はありますが、その部分につきましては、

なかなか浸透がいま一ついってないんではなかろうかと思っております。 
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 東北の震災の中で、うちと今現在交流しております亘理町の町長さんが見えられたときにも、

やっぱり日ごろからの避難訓練が一番大事であるというような御講話もされていただいておりま

すし、皆さんの町民の意識の中に、まず逃げるというそういう意識づけが一番大事じゃなかろう

かと思っておりますので、うちのほうも訓練の中で何が何でも最初に逃げることを皆さんに植え

つけるというんですか、そういうことを意識を持っていただいて避難訓練等の指導をしていきた

いと思っております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  やはり、いつ発生するかわからないちゅうことで、３０年後まで

に６０％の発生ということなんです。一番大事なのは、今幼稚園だとか、小学生ぐらい。やっぱ

り３０年後にしますと、もう４０歳前後で一番働き盛りなんですね。その方々が毎日訓練するこ

とによって、体に身につけているやつを、今度自分の子供、おじいちゃん、おばあちゃんたち、

そういうところに広げていくことができると思いますので、ぜひ、その辺の検討をしていただき

たいなというふうに思っております。 

 それから、４番、５番、一時避難場所だとか避難食の備蓄に関しましては、冒頭説明がありま

したので省きたいというふうに思っております。 

 それから６番目です。家具の転倒防止についてお伺いいたします。 

 やはり、地震が発生しますと震度５強ですね、日出町の予想が。それぐらいしますと、やはり

家具というのが転倒して、それによって下敷きになって亡くなられる方、これは阪神淡路大震災

で８,７００名の方が亡くなられていると言われたんですけども、やっぱりそれぐらいの規模で

の地震が発生しますと家具の転倒というのが予想されます。 

 それで、各家庭で家具の転倒防止を実施しなさいということになりますと、やはり予算的とか、

高齢者に関しましては体力的に無理なところが発生すると思います。で、町でどれくらいの助成

金なりの確保があるのかどうか。どのようにやっていくのか、その辺をお聞きしたいんですけど

も。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  家具の転倒防止対策でありますが、家具の転倒防止をする補助用具

の設置につきましては、地震発生後の早期避難に関してとても有効であると考えておるところで

あります。 

 本年から、県の地震津波対策推進事業の補助メニューの中に高齢者早期避難支援事業として、

ひとり暮らしの高齢者等の住宅に設置する家具の転倒防止補助用具の購入に対する補助が開始さ

れました。 
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 この事業は、家具の転倒防止補助用具の購入及び設置をシルバー人材センターなどに委託して

行い、その費用の３分の１が県、３分の１が町、個人は３分の１負担で済む事業であります。日

出町も、今回当初予算のほうで間に合いませんでしたので、早ければ９月補正のほうでこの事業

を取り組んでいきたいと考えているところであります。 

 先日、発足しました防災士会にも委託を考えているところでありますが、なかなか高齢者の方

で自分でつけるというのは難しいので、シルバー人材センターとか、こういう防災士会とか、例

えば自治区の区長さん方と協議しながら、そういうできない方については、そういう組織を使い

ながら転倒防止策の助成事業を取り組んでいきたいと思っておりますので、よろしくお願いした

いと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  助成のほうに関しては、やっぱり独居老人だとか高齢者の家庭で

やっていかれると、いくというのでよろしいですか。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  ６５歳以上の高齢者の世帯ですね、ひとり暮らしもありますが、

６５歳以上の高齢者世帯ということで、若い方と同居されているところはちょっとあれなんです

が、一応６５歳以上の高齢者世帯ということで県の事業メニューに入っておりますんで、その部

分をやっていきながらしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  ６５歳以上の高齢者の家庭ということで、そういう助成が適用で

きると、今後計画していくということなんですけども、この期間というのは、例えば来年の１年

か、それとも３年か、永久的にやっていくのか、この辺をお聞きしたいんですけども。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  今現在、県の事業が今年度から始まりましたので、この県の事業に

あわせてやっていきたいと思っておりますが、県の事業が終った段階で行きついてない家庭、希

望等がたくさんあれば、町も今後のどうするかというのは前向きには考えないといけないと思っ

ております。県の事業がなくなったから、一遍にやめてしまうちゅう話にはなかなか難しいので、

できるだけ多くの方に手を挙げていただいて、県の事業に乗って、早目にやっていきたいと思い

ますが、漏れた方については町の単独事業で考えていかないと悪いかなというふうには考えてい

るところであります。 

 以上であります。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 
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○議員（６番 岩尾 幸六君）  県の事業のほうで様子見ということなんですけども、やっぱりこ

れ県の事業で何年もずっと続いて継続できることはないと思いますので、やっぱり早目にできる

日出町の大体家庭を早目にできるような施策をとっていただきたいというのと、きょう町長が、

先ほど川崎内野地区で八十何戸のリゾート、それからもう一カ所で３１戸、豊岡のほうでも

４０カ所ぐらい、というのは、やっぱり宅地造成が進められているということで、やっぱり新築

家屋に関してもある程度の新築時の許可の中で、法令的には無理だと思いますけども、施工主さ

んにこういうふうな協力をお願いしたいというふうな希望を出せるでしょうかというところの単

純な質問なんですけども。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  新築住宅に関するあれなんですが、今現在、若い方については、で

きれば自分のほうでお願いしたいと思います。高齢者の所得の少ない方について、こういう事業

を今計画しておりますので、なかなか新築のところにそういう事業をというのは、今のところ難

しいんではなかろうかと考えております。できるだけ高齢者の方には、全て行き渡るようにした

いと思いますが、新築までには、なかなか今ちょっとその辺はまだ検討していないんで、今すぐ

回答は差し控えたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  これ、新築家庭の方もやっぱり３０年たてば、３０代の方が

６０になるんです。ですから、新築のときに、これお願いベースで、やっぱり家具の固定という

のはやっていただけないですかというお願いベースでも何かこう新築基準の中に一言文言を入れ

ていただくと、今後も町内全体に耐震対策が広まると思いますので、ぜひ検討していただきたい

というように思っております。 

 じゃ、防災計画の最後の質問になりますけども、特に防災計画の日出町の計画の中に災害に強

い道路網の整備を計画的に推進すると掲げています。 

 先ほど、道路網のことも出て、１７本の道路整備を計画していると町長のほうから説明があり

ましたけども、それ以外に、新規にこの災害に向けて道路の作成という計画があるかどうかお聞

きしたいんですが。 

○議長（熊谷 健作君）  総務課長。 

○総務課長（村井 栄一君）  地域防災計画の中に災害に強い道路網ということで挙げておるんで

すが、現在、防災担当課の整備といたしまして、昨年度より地域の避難路の整備をしております。 

 現在２カ所ほどと、あと街灯の整備とかを３カ所やっているところですが、これも補助事業の

中でこういう使えるメニューがありますので、ぜひとも地域の中で避難路の拡幅とか、例えば階

段等の設置や手すりの設置とか、そういう部分を全部できますので、各自治区の、先ほど当然あ
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りますが、２５地区の湾岸部の地区については、こういう計画をつくった段階で補助等がもらえ

ますので、ぜひともうちとのほうはそういう部分を積極的に推進していって、避難路とか、避難

路にかわるような部分を整備していきたいと思っております。防災の避難路については、こうい

うあれで計画しているところであります。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  やはり道路をすぐつくると。やっぱりこれは、いつ来るかわから

ない地震に対しても、やっぱりなかなか予算組めないと思うわけですね。ですけども、やはり東

北の地震の事例でもありますように、車が渋滞してしまった、もう動かなくなった、そこに津波

が来て亡くなっているケースも多々あるわけなんです。 

 来年、再来年で設置をしていただきたいというような要望じゃないんですけども、今後の計画

の中に、やっぱり沿岸部の低い地域、特の標高が５メーター未満、５メーター近くのところに関

しましては、新規な道路計画、そういうところを入れていただきたいというように思っておりま

す。 

 住民が安心して暮らせる、津波が来たら私のところ低いんで、これは流されるんじゃないかと、

こういう不安が町内の在住３万人を目指すとか言っても、いや高いところに引っ越そうか、別府

に引っ越そうかとか、杵築に変わろうかとかいうところまであって、町内の人口も減る可能性の

一部にもなっているわけです。やっぱりその辺、将来に向かって、今住んでいる町民が安心して

暮らせるまちづくりというところを目指して頑張っていただきたいというように思います。 

 以上で、防災計画の質問を終わらせていただきまして、次に、町営住宅について質問いたしま

す。 

 町内には幾つかの町営住宅がございまして、現在、私が調べているのに関しましては６カ所あ

ります。各住宅の個数と入居数、どれくらいなのか報告願いたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  都市建設課長、村岡政廣君。 

○都市建設課長（村岡 政廣君）  岩尾議員の御質問にお答えいたします。 

 各住宅の戸数と入戸数についてですが、古い住宅順に、大神市の原住宅２戸、青津山住宅

１０３戸、藤原住宅５３戸、豊岡住宅４８戸、仁王住宅７２戸、辻間住宅９戸、計６団地

２８７戸を管理しております。 

 以上です。（「入居数です」と呼ぶ者あり） 

 申しわけありません。４月１日現在入居数ですが、青津山住宅３６戸、藤原住宅７戸及び仁王

住宅１戸の空き家となっております。差し引きしますと、今現在の市の原は２戸、青津山住宅

６７戸、藤原住宅４６戸、豊岡住宅４８戸、仁王住宅７１戸、辻間住宅９戸入居しております。 
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○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  今御説明ありました、やっぱり空き数が多い青津山が３６、それ

から藤原住宅が７ということで、大体３割近くが入居されていない計算になりますね。この空き

の多い青津山とか藤原住宅に関しては、平成１７年以降入居を停止しているということなんです

が、その理由をお聞かせいただけますでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（村岡 政廣君）  対応年数の古い住宅への入居を平成１７年より停止しておりま

す。この理由につきましては、青津山住宅は昭和４２年から４８年に建設された長屋形式の平屋

建て及び２階建ての住宅です。建築後、既に４０年以上経過しています。２３棟１０３戸のうち、

平屋建ての１９棟７８戸については、床や壁の老朽化が著しく、入居の際には修繕等がかなりか

かるため、退去後については募集を停止しております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  今、青津山住宅のみだったんですが、藤原住宅も一緒ですか。 

○議長（熊谷 健作君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（村岡 政廣君）  藤原住宅につきましては、入居を停止しているわけではないん

ですが、やはり場所的に、かなり藤原のちょっと離れたとこ、交通の便が悪いということで、今

現在７戸空いております。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  青津山住宅に関してですけども、結構もう４０年以上もたって老

朽化しているということで、建てかえ計画というのはございますでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（村岡 政廣君）  町営住宅の建てかえ計画についてなんですが、築４０年以上を

経過している青津山住宅、または築３５年以上を経過している藤原住宅については、設備が古く、

また建物の老朽化が進んでいますので、建てかえをすることが望ましいとは考えております。 

 しかしながら、建てかえ後の家賃の上昇による現入居者の負担増や町内の民間住宅との戸数の

供給バランス、あるいは高齢者や身障者にどう対応していくなどの諸問題がありますので、建て

かえの際はかなりの事業費が必要となります。今後の計画については慎重に進めたいというふう

に思っております。 

 なお、豊岡、仁王、辻間の住宅については鉄筋コンクリートなので、今後も維持補修をしなが

ら管理していく予定にしております。 

 以上です。 
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○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  今、建てかえすると家賃の上昇につながりかねないということを

おっしゃられましたけども、小学校ですね、各耐震の設備で対策をきちっとやりました。やっぱ

り住宅に関しては、建てかえというのが一番手っ取り早いかなと。それか、もしくは耐震診断を

行って、耐震対策をやるのがいいんかなということを考えますけども、まず一つ、耐震診断とか、

耐震対策の計画がございますか。お聞きします。 

○議長（熊谷 健作君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（村岡 政廣君）  今現在、鉄筋コンクリート住宅の豊岡、仁王、それから辻間に

つきましては、昭和鉄筋コンクリートですので、一応、今現在私どもの検討した結果では耐震で

大丈夫だというふうに考えておりますが、木造住宅である青津山と藤原、市の原については、今

現在耐震の調査等は行っておりませんので、はっきりとした答えが出てない状況でございます。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  今後は、この藤原、それから青津山に関しては耐震対策をやると

いう計画はございますか。 

○議長（熊谷 健作君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（村岡 政廣君）  今現在、先ほど言いましたように、かなり老朽化が進んでます

ので、私どもといたしましては、今後建てかえにさせたいというふうに考えておりますんで、今

現在この築４０年以上の住宅について耐震化の予定は、今のところ計画しておりません。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  先ほど私も言いましたけども、やっぱり耐震対策よりも新築のほ

うがしっかりして、なってくると思いますが、先ほどもちょろっと言いましたけども、やはり町

営住宅に入っている方、日出町の町営住宅の設置及び管理に関する条例というのがございまして、

条例の２ですね、安全で衛生で美観を考慮しつつ、かつ入居者にとって便利で快適なものになる

ように整理することちゅうことで、ちゃんと書かれておるわけです。だけど、耐震対策がやられ

ていない。こういうところだったら安心して住めるところじゃないと思うんです。やっぱり、い

つ来るかわからない地震でつぶれるんじゃないかという不安を抱えながら生活している方が多い

と思います。 

 ですので、やはり日出町が町営住宅だったら大家と思いますね。大家としての住居の安全配慮

と義務に関しては必要じゃないかと思います。この辺は、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（村岡 政廣君）  そのとおりでございます。私どもも今後、町営住宅の木造につ

いては、木造部分、青津山住宅の部分については、今後も大変難しい問題ではあると思うんです
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が、建てかえの計画を立てていかなければいけないというように、今思っております。 

 当然、耐震につきましても検討しなきゃいけないんですが、今現在、木造の築４０年、この建

物について、耐震診断をして耐震補修する。それよりも、入居者の問題等があると思いますが、

今後は建てかえに向けての計画が必要だというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  岩尾議員の御質問で、私も青津山住宅地の皆さん方に懇談会に２回また

は３回ぐらいお伺いしております。そういうときに、皆さん方との懇談の中で、やっぱこの問題

が出てまいりました。環境をもう少しきれいにするというようなこと、あるいは排水をよくする

とか、環境面をよくするか、そういう中で、以外に皆さん方が今非常に安い入居料でなっており

ます。もう古いからですね。 

 そういうことになって、建てかえ問題も起こったんでありますが、ほとんど新しく建てたら、

今の１０倍や、もっと何倍も高い入居料金になる。これは全国、あるいは大分市の空港の前の大

空団地、そんなとこを見ても、全て出ていった後、新しい人が入ってくると。こういうことのサ

イクルになるんではないかなと。 

 そういうことで、私の印象では、懇談会のときに、必ずしも建てかえろという意見が多くはご

ざいませんでした。できるだけ長くおらしてくれと、こういう意見が多かったように思います。 

 しかし、今課長がお答えしたように、平成１７年か１８年、行革の中でこの青津山住宅団地に

ついては老朽化して危険であると。したがって、２階部分はあったり、階段の問題があったり、

トイレの問題、台所、いろいろと非常に老朽化していると。そういうようなことから、できるだ

け空いたところについては、もう入居をしないようにしようという方向を決めております。そう

いう一つの判断の中に、今、空きがございます。できたら、あそこで一定の区間が空くことにな

るのかなというふうに思っておりましたが、必ずしもまばらであります、全部。非常に集合して、

そこにばらばら入っているという横で皆使っいてると、こういう状況があったりするんで、今の

段階で、場所として町営住宅を考える場合に、どこが適地かといったときに、青津山は一つの適

地だろうと思います、駅等の距離からしてですね。そういう判断があるんでありますが、新たに

公営住宅の入居層というのは、結婚前とか結婚して子供育て中の所得の一定の限度の人たち、そ

ういういろんな条件が、新たな自分で住宅を建てる前の必要な方々がたくさんいらっしゃいます。

対象者と、今の入っておられる方々とどういうふうに考えていくか、こういうことが大変重要で

ございます。 

 非常に曖昧なお答えでありますが、しっかり内々には検討しておるんでありますが、なかなか

どうしようという方向に決まっておりません。今回、こういう御質問が出ておりますので、もう
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ちょっと真剣に内部で検討させていただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  やはり、ここ辺は非常に難しい問題だと思います。住んでいる方

と、やはり新築した場合の、また予算の関係だとかいうところありますので、今後もあきらめず

に検討していっていただきたいというふうに思っております。 

 一つ、先ほど入居のところで所得制限があると言われましたけども、所得制限を、まずどれく

らいあるのか教えていただきたいというのですね。 

 ただ、１年間働いていったときに、その所得制限をオーバーした場合、どういう措置を通常さ

れているのか、この辺もお聞きしたいと思います。 

○議長（熊谷 健作君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（村岡 政廣君）  お答えいたします。 

 入居希望の方の所得制限についてですが、入居者の各種控除後の合算所得が年間１８９万６千

円以下となっております。 

 先ほど、これをオーバーしたらどうなるのかといいますと、これをオーバーしますと、次の年

の所得控除のときにオーバーした分だけが入居料が高くなるという状況になります。これも計算

式がございます。それについては、また資料として出すこともできますが、よろしいでしょうか。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  あと、その入居料の計算、再計算、また後でいただきたいと思い

ます。 

 では、もう結論から言いますと、やはり町営住宅に入居された場合、所得を上回った場合は、

やっぱり住宅家賃を高く払えば何年でもいれるという感じですか。 

○議長（熊谷 健作君）  都市建設課長。 

○都市建設課長（村岡 政廣君）  余りにも所得が高くなりますと、当然町営住宅には入れません

ので、退去命令を出すようになると思います。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  理解できました。ありがとうございます。 

 最後に、やっぱり町営住宅ですね、安全で衛生で美観を配慮しつつというところもきちっとう

たってますので、この辺、豊岡、仁王、それから辻間の住宅に関しても今後古くなる傾向にあり

ますので、この辺をしっかりと維持管理していっていただきたいと思います。 

 最後になりましたが、日本テキサスインスツルメンツの関係に関しまして、若干佐藤議員、そ
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れから金元議員の質問とかぶるところがございます。かぶらないところだけ二、三質問させてい

ただきたいと思います。 

 冒頭、テキサスの跡地利用に関しましては、９社の企業が、今のところ声を上げているように

お聞きしました。その場合、企業誘致するという場合に関しまして、やはり工場が全部埋まった

場合、どれくらいの雇用が町内から発生するのか、大体試算が立てているかどうかお聞きしたい

んですが。 

○議長（熊谷 健作君）  商工観光課長、河野晋一君。 

○商工観光課長（河野 晋一君）  今現在、先ほど申し上げましたように、９団体、企業等が希望

をしておりますけども、実際、どのくらいのスペースを確保したいとか、具体的な貸し付けの条

件等は、そういう段階まで至っておりませんので、今の段階では、どのくらいの雇用が生まれる

かというのは、企業の事業内容によって変わってくると思いますので、そこまでは計画をいたし

ておりません。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  今現在では、雇用の数は不明ということでわかりました。 

 ことしの５月１日に契約を結ばれてやってるということなんですが、譲渡にわたってテキサス

から１億１,２００万円相当の寄附というんですか、管理費というのをいただいたということを

聞いておりますけども、その費用ですね、１億１,２００万円の使い道を、どういうふうに使っ

ているのかお聞きしたいんですが。 

○議長（熊谷 健作君）  財政課長、川野敏治君。 

○財政課長（川野 敏治君）  ただいま申し上げましたように、日本テキサスインスツルメンツ社

から５月１日付で１億１,２００万円の寄附がございました。我々執行部といたしましては、こ

れを管理費と位置づけているわけではございませんが、当面は寄附として基金に一度受け入れて、

工場跡地関連の必要費用として支出していきたいと考えております。 

 維持管理は、先ほどの御質問にもありましたが、７月末まで半導体の製造機器の搬出作業がま

だ残っております。８月から日出町が全て管理していくようになるようになると思います。そう

いうことで、今議会に補正予算として５,７９０万円の予算を計上いたしておるところでござい

ます。 

 また、来年度以降、平成２７年度以降、概算の試算ではございますが、１年間に約１,９００万円

程度の維持管理費が必要になるんじゃなかろうかなとは思っております。これの内訳につきまし

ては、人件費、それから電気料、警備費、草刈り等の費用、それから借地料、そういうものでご

ざいます。 
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 これから利活用について決定するまでの間、しばらく財政課のほうで維持管理を行っていって、

利活用が決定すればすぐに対応できる準備や組織化を行っていきたいと考えているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（熊谷 健作君）  ６番。 

○議員（６番 岩尾 幸六君）  先ほどの説明で、やっぱり平成２７年以降、年間１,９００万円の維

持管理費が必要になるということなんですが、今現在、やっぱどこの企業も工場跡地の利用はさ

れていません。 

 このまま放たっとくと、やはり赤字というのが膨らんで、赤字というと失礼ですけど、支出と

いうのが膨らんでいくわけなんですね。ですので、一刻も早く、やっぱり工場跡地への誘致、こ

れを進めていっていただきたいというお願いと、それから今土壌汚染の問題がテキサスの後で発

生しています。企業誘致に当たりまして、環境問題、それから騒音問題だとか、こういう土壌汚

染問題だとか、いろんな環境問題が発生すると思いますので、ぜひ公害の少ない、問題の少ない

企業の誘致というのを、今後考えてやっていただきたいというふうに思います。 

 甚だ簡単ですが、以上で私の質問を終わらせていただきます。 

────────────・────・──────────── 

散会の宣告 

○議長（熊谷 健作君）  お諮りします。本日の一般質問は、これで打ち切り、あす定刻から一般

質問を続けたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（熊谷 健作君）  異議なしと認めます。したがって、本日はこれで散会し、あす定刻から

一般質問を続けることに決定しました。 

 本日は、これで散会します。御苦労さまでした。 

午後３時38分散会 

────────────────────────────── 


